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健康で精力的な活動を続けるにはまず疲労を 
と.ることが肝心です。 働き盛りの男性は 

エナルモン A 錠をおためしください。 

男性用総合ホルモン剤 

:旋 

更年期諸症 • 稍力減退 • 五十居 • 疲労など 30錠700円 
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第一製薬 




20錠50翁100錠 


副 1 R •肝臓強化パントテンサン製剤 


「中外」の胃腸薬 




で健胃•快腸 


「胃の痛みや、胸やけがとれま 
す」「食欲が増し、消化がよく 
なります」•"これがカートンの 
効きめです。胃や腸の調子が悪 
くふとれないような方は、ぜひ 


適応症： 胃痛•胸やけ•食欲不振 
腸内異常醱酵•慢性下痴•宿酔等 

( tt 剂）52淀一100円 包一100円 

( ft 薬） 30 g —100 円 册 包一150円 

® カートンの錠剤は殊にのみよく便利です 


中外製薬株式会社 
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中外製薬 


興和新薬株式会社 
東京•名古屋•大阪•福岡 


ムズムズ 病！ 

虫にさ、れてムーズムズ 
じんましんでム—ズムズ 
雑草かぶれでム—ズムズ 
お化粧かぶれでム—ズムズ 


かゆいときには n — ワの 
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/ドボール界に寄す 

来朝ルーマニア選抜軍団長 


我々一行 
の日本訪問 
のために、 
お骨おり下 

さった、日本ハンドボール協会の各位と、各地ハンド 
ボール関係者、それに.我々の試合を観戦し、声援して 
下さった皆さんに、まず御礼を申上げたい。我々は、 
昨年ゥィーンで開かれた世界選手権に準優勝したチー 
ムの主軸選手を中心に、特に日本訪問のため編成した 
チームで、世界のトップ V ベルに 
あるチームだと自負している。我 
々のブ V 丨の特長は、各地の試合 
で皆さん方自身に見つけていただ 
くと して、我々のブ VI のどれか 
が、日本のハンドボール界のお役 
に少しでも立てば、これに優る喜 
びはない。日本はスポーツの盛ん 
な国だと云ぅことを聞いており、 
ハン r ボールも若い人々の間で関 
心の持たれている競技の一つだと 
云ぅことを知って、同じハンドボ. 
1ル選手として大変嬉しく思って 
いる0 

しかし、残今3乍ら、日本のハン 
ドボールについて、ルーャー1アで 


£ 



ヴアシレ•ツ^~ドル(談) 

はもち論ョーロッパでも、その実力と情勢はほとんど 
知られていない◦もっとも、私は今度来日するに当っ 
て、先年来日した西ドィッの人から若干話を聞いては 
来たが……〇私が、日本のハンドボール界に 口ばさむ 
失礼を許して下さるなら、それは時ある毎に、ョーロ 
ッパのハンドボール界に接触して欲しいと云うこと 
だ。これは決して日本のハンドボール界にとってマィ 
ナスになることではない. 0 もち論、世界選手権にも参 
加して欲しい し、 これは男子に限ったことでは なく、 
女子に於いても同じことが云える。 

技術的には、まだ全日程を終了したわけではないの 
で、正当な評価はさけたいが、個々には国際舞合に立 
っても充分やっていける力倆の人が居ると云うことだ 
けは言明出来る0しかし、チームとなると、本場の上 
位チームとは少々差があるのではないだろうか。その 
意味からも、前に述べたょうに、ョーロッパハンドボ 
丨ル界の技術と動静に絶えず接触していくことが望ま 
L いと思う。 

それから、一九六四年、：東京で開かれるオリンピッ 
ク大会に是非、ハンドポールが採用されるょう、日本 
ハンドボール協会の絶大な努力を期待したい。 

これは、私一人の念願ではなく、世界ハンドボール 
人共通の願いでもあり、夢であると云うことが云える。 

我々も、出発前、ルーマニアのオリンピック委員会 
に、このことが夷. ST るよう運 B して欲しいと云うこ 


とを云っておいた0 

日本の皆さんとは、今度ーヶ月ばかりでお別れだ 
が、四年後、東京でお目にかかれることを楽しみにし 
ている。 

最後に我々はビューティフルな試合を各地で行ぅこ 
とを皆さんにお約束した.い。 

あなたがたの雑誌を通じて、日本のハンドボールの 
関係者やファンの皆さんにょろしく。 

(この一文は、本誌のために、特に多忙な日程をさ 
いてルーマニア選抜軍団長ヴアシレ•ツードル氏に 
六月十九日、東 

京スポーツマン 
ホテルロビーで 
ぉ話願ったもの 
です。通訳の労 
をと〇て下さつ 
たアウリカ、力 
ンぺアヌ、奈良 
高両氏にこの場 
から御礼申し上 
げます。文責 • 

編集部) 

一註•ル—一 
マ rl ア選手| 

一団一行は約| 

:；ーケ月間各) 

) 地を転戦完一 
:;勝(10試合)一 
.一をぉ土産にへ 
へ七月五日離一 
一日帰！®す 。\ 
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好転す るか 五輪 ハンドボ ール 

東京五輪組織委21種目実施を確認 

I 〇 C 総会ミ a で正式な決定 


ハンドボール関係者の関心を集めている 
一九六四年のオリンピック東京大会ハン 
ドボ—ル競技の採否問題は、その後も実 
施種目問題の I 要点として、関係すじで 
検討が続けられているが、最近オリンピ 
ック東京大会組織委員会競技特別委員会 
で、当初の予定通りハンドボ—ルを含む 
二十一種目の開催を再確認しており、事 
態は僅かながら好転したと見られてい 
る。 


ルーマニア来日の第一回の記者会見が六 
月十五日夜、東京高輪の光輪閣で行われた 
時のことである。報道陣の質間が一段落し 
た時、一行の首脳陣ッードル団長以下クン 
スト監督、カンペアヌ役員らが急に立上つ 
て、ツードル団長がロシア語で何かをしゃ 
ベり始めた。熱をおび、ゼスチヤアを交え 
たその乙ゃべり方には何ものかを期待して 
いることが、言葉は通じなくても判るょぅ 
だつ灸。やがて通訳を通してッードル団長 
9言葉が，「我々世界のハンド ボール 関係者 
は皆、一九六四年，のオリンピック東京大会 
で、ハンドボールが実施種目に採用される 
よう心から期待するものである。日本の協 
会関係者の努力とニュ Q ズマンの方々の御 


理解と協力をお願いしたい」と云う主旨の 
ものであることが判った。これは、今度の 
国際試合に際して幾度びか行われた記者会 
見の中でもっとも感激的なものであり、同 
時にこの時ぐらいその場の空気が緊張した 
時はなかった。 

記者会見と云うものの通例からして、こ 
の程度の内容のやりとりは必しも珍しいも 
のではなかったが、しかしョーロッパのハ 
ンドボ I ル界がいかにオリンピック東京大 
会においてハンドボールが実施されるが、 
されないかと云うことが、大きな関心を持 
って見られているかと云う一つのエピソー 
ドとして見逃すわけにはいかなかった。 

本誌の創刊号"今月の問題"欄でこの才 
リンピック東京大会のハンドボール採否問 
題をとりあげたところ、その-反響は、創刊 
号のどの記事ょりも大きかった。このょう 
にして、オリンピック東京大会におけるハ 
ンドボールの採否問題は国外的にも、国内 
的にも、非常に多くの、そして大きな関心 
と注目をあびていることが判りこの問題も 
いよいよ九丹の1 OC (国際オリンピック 
委員会)総会までには、丁0〇(日本ォリ 
ンピック委員会)としても結論を出すこと 
になっており、大詰を迎えた感じが強い。 


MMU 果して採用か 
削減か。こと 
のなりゆきを 
見つめてみた 

A 0 

そもそも、 
この問題 

-〇まり 

I オリンピッ 
ク東京大会種目削減案が公けにされたの 
は昨年の十一月十二日、ローザンヌにあ 
る、 IOC 本部で、10 C 本部事務局長 
のオット、メィヤー氏が 「 Hoc は日本 
に対し、オリンピック東京大会における 
.実施種目について十八種目か、十五種目 
に削減、縮少するょう提案したい」と云 
う発表をした時に始まる。 JOC では、 
この発言が入電されると同時に田畑オリ 
ンピック組織委員会事務総長が記者団に 
対し「二十一種目を開催、実施すると云 
うのは東京オリンピックの招致を有利に 
するためで、実際には全部行うのはムリ 
がある。常任委員会でいずれ、この問題 
は十分検討するが、もし削るとすれば、 
これまでのオリンピックに日本からまだ 
参加したことのない近代五種競技、弓> 
ハンドボール、パ VI が対象になるだろ 
.う」と発言 L たからハンドボール界には、 
かなりの衡撃になってはね返ったわけだ 
.しかし、たしかに、規模ばかり大きくな 
ってお金がかかり、しかも国民になじみの 
ない種目を、ムリしてまで開催すると云う 
のも現状からすれば再検討されてよい問題 
である。だからと云ってハンドボ I ル界か 
らこの問題を眺めれば、ようやく国内的に 


もハンドボール競技が認められて来た折、 
オリンピック東京大会からはずされてしま 
っては、その受ける打擊は誠に大きい 。I 
HE (国際ハンドボール連盟)にしてみて 
も、オリンピックにハンドボールが採り上 
げられるのは一九三六年のベルリン大会以 
果のことであり、大きな関心と期待を寄せ 
ていることは、ある意味では、日本の国内 
以上のものがある。 

オリンピックでその大会種目を削ろうと 
云う動きは、今に始ったことではない。た 
だ、東京大会では、オリンピック憲章に決 
められた 21 種目全部を開催すると«100が 
回答したために、善意に解釈すれば IOC 
が「ムリをするな」と云った程度と見ても 
あるいはょいだろう。だが、回答に規模の 
大きくなるオリンピックそのものに、国際 
的な問題として"縮少説〃が出ていること. 
は事実であり、その矢先、そうした傾向と 
は逆に、東京大会が全種目を行いたいと回 
答したのだから、 IOc 、 JOc ともに難 
しい立場にあると云えょう. 0 

オリンピック大会では、その憲章に決め 
られている二十一種目の中からならば、 

何種目行おうと、その開催地の自由であ 
る。ただ、必ず十五種目以上行わねばい 
けないと云う最低線だけが定められてい 
るわけで、開催地の能力とにらみ合わし 
て実施種目を検討する余裕が含まれてい 
るわけだ。東京の場合は、 Joc に対し 
て二十一種目開催可能を回答し、その施 
設などを明言したものである。そう考え 
て来るとこの問題は、当然のことではあ 
るがへ孓00、あるいは000(オリン 
ピック東京大会組織委員会)の動向が非 
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心配されたオリンピック東京大会の種目 
縮少案も、大巾な削減はなさそうだ。ハン 
ドボールの実施もかなり有望のようであ 
る。もち論 •> 九月の IOC 総会で正式に決 
定されるまで楽観は許せないが、少しで 
も実現に向って好転したと云うニユース 
は、ハンドボール関係者にとって誠に明 
るい希望の灯をともしてくれたと云えよ 
う。日本のハンドボ I ルも苦節し 
文字通り苦款一十余年にしてよう 
やく国際的な脚光をあびることは 
感激にたえない。ましてや、オリ 
ンピックでこの競技を実現出来る 
ことは斯界、最大の感激であろ 
う。オリンピック東京大会でハン 
ドボ—ルが正式種目として行はれ 
ることになれば、オリンピックと 
してハンドボ—ルが採り上げられ 
るのは、その史上、一九三六年の 
ベルリン大会に次いで二度目であ 
ると云うのも大変、意義のあるこ 
とである。 

周知のようにハンドボールを国 
技とするドィッで開かれたベル 
リン大会であってみれば、ハン 
ドボ—ルが正式種目として行は 
れないのがむしろ不思議なくら 
いであり、それ以後もョーロッ 
パでオリンピックが何回か開か 
れながらハンドボ！ルはついぞ 
採り上げられなかった。そのハ 
ンドボールを国際ハンドボ I ル界では後 
進国の日本が採用に努力を払い、実現有 
望とまで云はれるまでにこぎつけたのは 
関係者の尽力と、日本スポーッ界の非常 
な理解のもとによるものであろう0 
聞くところによれば、ョーロッパ諸国の 
ハンドボール界の、オリンビック東京大会 
ハンドボ—ルに寄せる期待は想像以上のよ 
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うで、ルーマニアの一役員が「東京大会で 
ハンドボールが行はれると云うのでルーマ 
ニアではこの東京大会が、がぜん注目と関 
心を持つて見られるようになつた」と云つ 
たとも聞く。さて、実際にオリンピック東 
京大会の種目に正式に加えられたらば、そ 
の場からまた新しい問題が沢山待ちうけて 
いる。「いざやると決れば、もうどんな苦 
労も喜んでやります」とは協会の 
話だが、しかし、男子競技のみを 
実施するのか、女子も.加えるのか 
グラウンドの問題もそうだし、観 
客の動員も今から考えたつて、一 
こう早くはない〇それより何より 
日本チームがどの程度の成績をあ 
げられるかと云う大課題も早急に 
具体策を考じなければいけない問 
題である。国内のレベルは、ルー 
マニア戦を見ても必しも手ばなし 
で今後の向上と躍進を期待出来る 
とは思えない。東京で開催し、日 
.本が先頭を切つて参加する以上、 
良い成績をあげなければ何にもな 
らない。入賞をして欲しいと願う 
のは人情だろう、技術的な向上と 
同時に大会の運営能力を養つてお 
く必要もある。これまでの日本の 
ハンドボール界は、国際的規模の 
大会の経驗が少いし、そうした大 
会を見聞する機会にも恵れていな 
い◦ハンドボールのメッカである 
ョーロッパと離れているのが直接の原因だ 
が、しかし大会の運営と 一口に云つても試 
合の運営ばかりではない.し、オリンピック 
ともなればその規模は更に大きく広い。東 
京大会にハンドボールが正式に採用と決つ 
たら、技術担当面と運営担当面を協会はそ 
の人事構成の上ではつきり二分し、.万全を 
今からつくすべきである。 (黒尾武) 


常に大きな意味を持って来るし 、 Joc 
ooc の承認と決定が再確認されれば、 
まず、その日本側の原案通り IOC で確 
認されることは間遠いないだろう。 

つまり、この問題のカギは JOC 、 00 
0の動きに握られていると云うことである 
そ0意味で六月十四日、東京虎の門の霞会 
館で行われた ooc の決定は、ハンドボー 
ル界にとって、見通しの明るい、希望の持 
てるニユースがあった。すなわち、この日 
の席上000としては、国体で行っている 
種目は全部行い、当初の予定通り二十一種 
目の(柔道が正式種目に加えられた場合は 
二十二種目〕実施を再確認したと云う一ーュ 
彳スがそれである。もち論、改めて説明す 
るまでもなくハンドボールは国体種目とし 
て昨年の東京国体では七五一人が参加、こ 
の数字は陸上、パV丨ボール、パスケット 
ボール、軟式テニスに次いで三十種目中、 
五番目に当るもので fe ' った. 0 もち論、.十四 
日の OOC の決定は、最終的なものではな 
く、更に今後、運営、開催上の諸問題や、 
種目の普及状態、発展状態を細部検討した 
あとで、正式な決定が IOC に対して報告 
されるわけだが、まず、現在の見通しでは 
かなり前途に明るい希望を持たせたものと 
云い切ることが出来ょう。また、この問題 
の直接の発火点.となった、 IOC としての 
種目縮少案と云う基本方針は、同日、田畑〇 
oc 事務総長の発言にょれば、「現在 、I 
00では、，分リンピック実施種目削減を強 
く打ち出して来ているが、オットメイヤ1 
10 C 事務総長に聞いたところ、種目削減 
は東京大会の次の大会からで、東京では回 
答書通り実施するのが原則であると云う解 


釈で行っていいと云うことだ」(日刊又ポ 
1ツ六月十五日付〕そうで、ますます、ハ 
ンドボ I ルがオリンピック東京大会に実施 
される可能性は強くなった。組織委員会が 
㈠ 国体種目である。 ㈡ 国内、外に広く普及 
している種目。®比較的経費がかからない 
と云う実施種目の基本条件を大巾に変更し 
ない限り、 Joc として、ハンドボールを. 
オリンピック東京大会種目から削る特別な 
理由はないと見ても差支えないだろう。 
なお、オリンピックでは、団体競技は、六 
ヶ国以上の国(チーム)が参加しない場合 
は実施種目から除外される規定があるが、 
この点では、この記事のへき頭に述べたょ 
うに、ル I マニア選手団の発言でも判る通 
り、ョーロッパ諸国の関心はなみなみなら 
ぬものがあり、その心配は毛頭ない。 

正式な決定は、来る九月、ローマで開か 
れる第五十七回 IOC 総会の席上になされ 
るわけだが、その時こそ、日本のハンドボ 
1ル界が世界の桧舞台に立って技術的にも 
運営面でも、これまでの二十余年の成果と 
直価を世に問う時であると云えょう。 

ツ団長、田畑氏を訪問 

ツードル団長以下、ルーマニアチーム役 
員は、六月二十一日、東京御茶の水の岸体 
育館(体協)に東京オリン tl ック組織委員 
会の田畑事務総長を訪れ、一、オリンピッ 
ク東京大会にハンドボールを是非加えて欲 
しい、一、その際のエントリーについては 
現在でもドィツ、ソビユット、オ ー ストリ 
ア、ポーランド、ハンガリ^ —、ル*~マニア 

の最低六ヶ国それにスィスが加る意向を示 
しているので参加国については保証する旨 
を話合った。 
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待望 o » ル，1 > ニア•ハ '. ンドボール•ヂームは六月十五日午後五時十分、香港からの日航便で羽田空港に到着。ヴアシレ•ツ 
I ド.ル団長、■イオン•クンスト監督兼国際公認審判員、アウ？力•カンペアル副 H 長、アウレル•ブルガル主将ら二十人の一 
行はブルーの.ブレザーコートに.身をつつみ、長途の旅疲れも見せず、空港に出迎えた式場隆三郎会長、髙島冽理事長ら日本の 
ハンドボール協会役員、関係者と交歓した。午後七時から，は東京高輪の光輪関で行はれたレセプションに臨み、協会心づくし 
の歓待に応え、このあと神宮外苑のスポーツマンホテルに旅装を解いた。 

.翌十六日、休む暇なく東京小石川球技場で全早大と来日第一戦を行い、一九五九年度世界男子十一人制準優勝チームの貫録 
を示す、好技、妙技を披露した。そこで本誌ではルーマニアチ—ムの試合ぶりをつぶさに観戦した協会関係者の感想や記者ク 
ラブ■の協力を得て国際試合前半の模様を紙上に再録することにした。 


ル軍全早大を大破 
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た攻守の基礎技術赋 111 

鴛ぶ一 iS 


ルーマニアチーム来日第一戦全 
早大との試合は六月十六日午後二 
時十分から雨の小石川グラゥンド 
に七百の観衆を集めて主審荒川清 
美.(日体大 OB ) 、副審大房、石 
井三氏審判で行われた。 
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sfIIJltvY 全早大 


後記 


. 世界第二位チームと関東学生リ 
1ダ第五位のゲームでは点差が大 
きく開くのは当然の話だ。全早大 
は OB を.一人二人を投入し，たとこ 
ろで勝てないことは最初からわか 
.つている。た.だ興味は全早大がル 
—マーーアの強.%な FW をどぅ防ぐ 
かになつた。ルーマニア選手がダ 
ラウンドにおりた時、下半身のた 
X ましさ、とくに脚力の強さには 
驚いた。ラン‘. H ングをみてもスト 
ライドが大きく、全早大選手は足 
もとにも寄れない鋭さがあった。 
試合前の練習をみても手が大きい 


のでボールがスッポリ入り、日本 
で見られるソフトボールの感があ 
った〇シユートにしても手首が非 
常に強い。だからスナップ•スロ 
1を多投した。それが高めに入る 
ので背の低い全早大の GK がいく 
らジャンプしても効果がない。そ 
れもかなりのスピードを持ってい 
るので手のつけよぅがなかった0 
全早大には全く気の毒なゲームと 
いえる。総監督の宮崎君も監督の' 
萩原君もさぞ頭が痛かったことだ 
ろぅ。(宮崎君には数十年ぶりに 
会った). 

〇……ルーマニアのパスはスピー 

ドがある◦早大陣内に殺到する図 
はさながら怒涛の如き感があつ 
た。大きなパスを高くあ矸、ボー 


ルの落下地点に集まる速さは犬し 
たものだ。丑砰の縦の突進力とは 
これをいうのだろう。日本のチー 
ムには見られない速攻だ。選手の 
ス。ヒードを数字で表わすと百メー 
トルを^ ■ 高11秒3、最低13秒4だ。 
平均12秒で走っている。これでは 
追いつけない。長身のブルガル選 
手の走力には驚いた。全早大の選 
手がディフェンスを固めょうとし 
てもこのスピードに押されて、-ブ 
ルガルに近ずこうとしてもそれ 
ができない。それほど威力がある 
わけだ。全早大の攻撃もまずかっ 
た。ルーマニアめ逆襲を恐れてハ 
1フ陣を FW に投入できなかっ 
た。つまり FW に五人だけでルー 
マ'ーアのパックス-(六人)にぶつ 
かった。力が対等ならそれでもい 
いが。段違いの力に対してこれで 
は得点できない。防！！にしてもル 
1マニアの六人に対してパックス 
五人、どうヒイキ目にみてもいた 
だけない。ルー V ニアの FW は幅 
が広く、両サイドもよく使ってい 


た。防餹にしてもマン. • ツー • V 
ン防御 K 。 早大の選手にピッタリく 
っついて離れない。これでは早大 
FW が動けないわけだ◦しかもデ 
ィフ H ンスは厚く、幅が広いので 
早大の立入るスキをあたえなかっ 
た。すべての点で早大は見習らう 
べきだ。もっともこれは日本の全 
チームに通じることだが……。. 

〇 . スビードあるシユート〇そ 

れがしかも正確そのもの。31シュ. 
1卜で17点をあげた。その確率- 
は大したものといっていい 〇 ブル 
ガルはゴールから15メートルの地. 
点でロング•シュ I 卜〇それがす 
ベてスナップ•スローだから立派 
だ。しかもゴール前のルーズ•プ 
レー、球をキープしてからのフ H 
ンス戦法、早大はこのフ H ントに 
ひっかかっていた。後半の早大は 
善戦した。 1 分 40 秒に恵谷が右ス 
ミにゴール、その後11分まで両チ 
1 ムに得点がなかった。 11 分3秒 
に長沢、12分にフリー•スローを 
得た恵谷がゴールして後半 3—3 
と互角に渡り合'〇た。ルィマニア 
は力をセーブしていたことだろう 
が。前半のょう，なスピードは見ら 
れなかった。このチームで気のつ 
いたことはルーマニアの臨機応変 
の措置だ。背の低い日本チームが 
いつ低めのパスをやるか。これを 
ょくみていた。早大が低めのパス 
を見せたとき、両腕をピンと伸ば 
してヵットしていた。さすがは世 
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アルガルー人で 13 点 

全中大の速攻先制も竜頭蛇尾 


ルーマニアチームの第二.戦、全 
中大と，の試合は六月十八日、好天 
無風の好コンディションにめぐま 
れた東京小石川グラウンドに二千 
.の観衆を集めて主審岡村昭二(教 
大 OB ) 、副審大房、奥村三氏審 
判で行われた。 . 


ル—マニ 
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一7全中大 
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後記 


/NHK ン 

一運動部 j 

〇 . グラウンド n ンディション 

は第一戦とは比べものにならぬほ 
ど良かった。それだけにルーマニ 
アの真随に触れる最初の機会であ 
つたわけだが、強引なル1ャニア 
チームのプ V !の前 r 全中大はあ 


っと云ぅ間に押しつぶされ、彼ら 
の〃特長"を引き出すにはほど遠 
かった0 ' 

.〇……全中犬の出足はょく、その 
鮮かな速攻はルーマニアの機先を 
制したかに見えた。まず開始し1 
分短躯の〇^大脇がするすると相 
手パックスの密集を抜いて右サィ 
ドからクリーンシユ•ート、続いて 
2分20秒、同じょぅな型.から R I 
平瀬が GKV ドルの肩口を襲ぅシ 

ユートで21〇〇ルーマニアはこ 

の全中犬の出足にやや押され気味 
で開始 3 分間に珍しくも 3 本のミ 
ス•パスを演じ、その後の全中大試 
合展開に大いに期待がかけられた 

〇 . L かしルーマニアは 3 分 10 

秒エース LW ブルガルが大きなフ 
H ィントヵら全中大 HB 陣を抜い 
て211とし、7分、8分にもこ 
のブルガルが連続シュートを決め 
て逆転した。特に8分のシュート 
はポストに入ったブルガルがパス 
をすると見せて体を大きくひねり 
ひねった体の逆にシュートすると 
云う完全に彼の卓越した個人技で 
決めたものでこのブルガルの好技 
に全中犬はドキモを抜かれたか、 
谓一 . n 4 泠こし rtD 蛮次：^ピ 


タリと 止つてしまつた0 
〇… ，• :こぅな ってはル I マニアの 
ぺース。敵陣に運んだポールの九 
分通りをゴールに結びつけて20分 
には1〇|2と開いた0なにしろセ 
ンタ I ライン、35 メ ートルライン 
をあっと云ぅ間に走り抜けてフリ 
1スローラインの一歩手前で飛び 
上りざま自在の方向にシユートを 
放たれては定評ある井、福土の F 
B コンビや清水、武田両 OB の巧 
技に頼った HB 陣も殆どなすすべ 
がないままに前半を終った。 

〇……ハー フタ イム、中大ダンス. 
部のフォークダンスを拍手しなが. 
ら見つめるルーマニア◦ベンチに. 
座って"いけません〃と云ったょ 
うな全中大。後半の勝敗は戦わず 
にして明らかだった。桑原中大監 
督も「こんなハズではなかった」 

と云いたげな表情ながら、スコア 


ボールドの„ 


-5 と云う"事実" 


が目の前にあっては一言もない Q 
〇……後半のルーマニアはブルガ 
ルを退けて控えのコパッシユを登 
用、 センタ ー スリ I が、守陣に残 
って23三人が攻撃に行くと云っ 
た余裕を見せた。一方全中大は必 
死の反擊を見せるが固い相手の六 


大いに見晋ぅぺきだ。それに転倒 
しなかった。これは転倒すればそ 
れだけスピードが落ち、攻撃にァ 
ナがあくからだ。突差のプレ I が 
瞬間的に出るから基本技を完全に 
マスターすることが、いかに大事 
であるかを物語っている。 


界第二位だと感心した。第一戦は 
あい.にく雨が降ったが。この. M 中 
戦で もルーマニアはハシドボール 
.の基本技をみせてくれた。それは 
ボールを受けるとき、雨でスリッ 
ブしないょぅに胸を出して受けて 
いた。このパスは日本のチームは 
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人守備をど 3 L ても崩せない。長 
いリーチのディブ H ンスに無闇に 
突入しては、自らの動きをとめる 
と云ぅ策のなさも手伝って点差は 
縮るどころか開くばかり。 

〇……二十一点差と思いもかけぬ 
大敗に終ったこの試合は、結局、 
盛上りは開始後五分間だけで、ャ 
マ場らしいヤマ場 もな く、.実力の 
差を まざまざと 見せつけられたょ 
ぅな風戦だった。体力差—それだ 
けで片付けてはいけない何かが底 
に流れて•いる感じであった。 

〇……健斗の大脇を肩車して、は 
しゃぐルーマニア選手群の顔には 
国際試合なれした余裕と同時に物 
足らなさが読みとれた。果して 
どのチームが彼らの顔をこわばら 
せ、彼らの懸命なブ VI を5；き出 
すことに成功するだろう。秀れた 
脚、弾丸のようなロングシュー 
卜。彼らの秀れた馬力の前に日本 
は一矢も報えずに終るのだろうか 


技術評 


クスな戦法が非常によく身につい 
ている。全中大はボールの廻転は 
早かったが、殆んどスタンディン 
ダのままでパスを行っており、こ 
れでは何もならない。それに第一 


り切れぬスタミナの不足である。 
これは全中大ばかりの問題ではな 
く、歩巾の大きい外国チームと対 
戦するには極端に云えば倍以上の 
スピードを要或されるだけに、日 


して考えねばいけない. 0 ともあれ 
ルーマニアの理にかなった.攻防を 
見ては自信の出かかった日本のハ 
ンドボール界ももう一度我身を見 
なおす必要があろう。 


の敗因は前半の 30 分間を対等に走本のハンドボール界全体の課題と 


、全日体大、善戦及ばず 

1 __ル軍を上廻るパスワ—ク 


ルーマニアチームの来日第三戦 
，全日体との.試合は好天に恵れた小 
石川グラウンドに五千四百の観衆 
を集めて六月十九日午後二時八分 
から主審松本重雄(教大 OB ) 副 


審浅野、安藤三氏審判で開始。 

T ; 選：^?- 18 71 16 )11 全日体大 


Y ディリ1スポ—ツノ 

一東京本社連動部 一 


荒川清美 


(日体大監督•協会理事〕 
もう少し、全中大に思い切って 
やって歃しかった 〇ロン グシユー 
卜で .も カット、 イン プ V でも大 
たんに行うべきであったろう。ル 
丨マニアは球出しが早く、しかも 
GK , からサイド、サイドから中央 
そして再びサイドに返して、チヤ， 
ンスをうかがうと云うオーソドッ 



全日体犬が対ル I マニアの策戦 
©一丁 に充分研究をつくした意欲的な攻 
ノ •防を見せたので見広のある、第 
三戦にして始めて試合ら 
L い試合が展開されスタ 
.すンドを湧かした。.し，かし 
g 結果的には、全日体大は 
辺‘後半五分に戦ったが、前 
@半の失点が大きく、この 
B 差を挽回出来ずに、善戦 
狀の域にとどまった0 
日 ◊1 立ち上りの全日体大 
抓は CF 竹野を巧くポスに 
速使い、栗山、山下らがょ 

To く走ってルーマニアのデ 
デイフェンスのラインを突 
_破して1点差でついてい 
F つた◦このあたりさすが 
のル I マニアも全日体大 
の強い当りのデイフェン 
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スに、やや浮き足だったかっこう 
だった〇ゴール前での口 I リング 
のパスでなんとかシユートのチャ 
ンスをうかがおうとする消極的攻 
擊となり、 I 、二戦で見せた ょう 
な強引なシュートと突込みは見ら 
れなかった。 

◊— ル I マニアはスローのオフを 

得てすぐさま2 — 〇をリード L 
た。しかし その後は第一線マンツ 
1マンの、第二線ゾ ーンの ディ フ 
エンスのねばっこい全日体大のパ 
ックスと GK 北川の好守に手を焼 
いた。逆に全日体大に果敢な速攻 
を展開して一点入れられればすぐ 
返す という 好調な出足を示して前 
半 20 分までは 4—3、5 — 4とい 
う接戦を演じて見味を呼んだ。ょ 
くボールを回し〇 丑竹野を中心に 
した得意の速攻が生きていた。 し 
かしここで 同点に追いつけな かっ 
たのが、後半の五分の戦も フイ. r 
なる結果になった。 








中大の小兵 FW 大脇健闘するも FB マルク【こつぶさる（全中大戦より） 



た D ノ 
〇…ルーマニアチームが予定ょり一 

五日も遅れたため十二日の对全早 t 
大戦も日程が変更されたが、十二一 
日は皮肉にも快晴無風のスポーツ { 
日和。延期を知らないファンが五一 
百人ぐらい(小石川グラウンド事 M 
務所の話)集って延期の告示にし f 
ぶ L ぶ引き上げて行った。 ■ J 


つていたのは気持のよい"演出" 
であった。 

〇…その中大戦の入場式で中大選 
手が揃って見馴れない黒いジャン 
パー (？) を 着ている。 オヤと 思 
つてい るぅ ちに、中大選手がそれ 
を脱いでルー マ-ー ァ選手に着せ 
た。黒いジャンパー と 見せたの 
は、実は記念に送るハンテンだつ 
たのだ。この珍しい送り物にルー 
マニア選手はすっかり大喜び。国 
際試合らしい和やかな零囲気だつ 


◊—ルーマニアは前半 21 分早い。ハ 
ス •アゥトから 中央にボールを出 
LLW ブルガル。 LI ナトの強^ 
なシュートで点差をつけ、全日体 
大の守備陣をカク乱するとともに 
連続的にポィントをあげて 11—5 
前半をリードした。勝負どとろを 
巧くついて全日体大を引き離した 
のはさすがだった。後半は全日体 
大はスタミナの消耗があってやや 
動きがにぶくなったが、それでも 
ょく食い下ったが、前半の終りの 
守備の崩れ•か最後までたたってし 
まった。全日体はルーマ - I アの脚 
力に劣らない程競り合ったが、シ 
ュートカの差が総べてを左右 L て 
いた。 


松本重雄 

へ教大 OB •協会理一 
一事•第三戦主審1 

全日体大はこれまでの日本チー 
ムの試合ぶりを活かして研究のあ 
との見える試合ぶりだった。殊に 
パックス第一線マン、ツゥ、マン. 
第二線ゾーンと変化を〇けたディ 
フェンスを布き、第一線が早いつ 
ぶしを見せて、とも角もルーマニ 
アの出足を食い止めたのが善戦の 
原因だ。しかし、ルーマニアは流 
石に試合の展開力を心得ており、 
前半の20分すぎから速攻、遅攻と 
巧みなチエンジ•オブ•ぺースで 
攻撃を行い、全日体大守備陣をま 


どわす策戦に出たあたりは上手か 
った。しかし、結局はルーマニア 
がハーフタ ィム アップ前十分間に 
殆んど速度の落ちないスピードを 
見せるのに対し、全日体はやは 
り、取られたら取り返すと云ぅ気 
力は見えても波状的な攻撃を仕掛 
けるには体力的にムリであった。 
日本チームが勝利を得るにはテク 
ニックの面ではヒヶをとらないも 
のがあるのだから、スタミナ■の配 
分が今後、問題になって来ょぅ。 
結果的には、ここの10分間の失点 
が敗戦につながったヮヶである。 
しかし、仮に全日本チームを編成 
したとしても、今日ぐらいの差は 
仕方がない。つまっても一、二点 
差、それだけに全日体犬の試合ぶ 
りを賞してょい。ル I マニアはブ 
ルガルがマークされるとコスタケ 
やナトがかせぎまくると云ったよ 
うに、やはり秀れた個人技の上に 
立って綜合力は見事である。 


…ハンドボール豆辞典… 

ハンドボール競技のセンタ 
丨 とも云ぅべき各機関の創立 
年は次の通りである。▽国際 
ハンドボール連盟 (IHF) 
一九二八年、▽日本ハンドボ 
1 ル協会 (JHA) 一九三八 
年、▽全日本学生ハンドボー 
ル連盟一九五八年、▽全国高 
等学校体育連盟ハンドボール 
部一九五〇年 


M 0: ■..ルーマニア•チームのユニホ 
》—ムはブルーと白の二つ、白の時 
J は ショー トパ ンッ がまっ赤で、そ 
1の対照が鮮かだ。目を引くのは全 
"員が ノー ストッキングなこと。 日 
M 本ではストーキングをはくのが慣 
W 例だが、日本より短かめの ショ ー 
i トパ ンツ から出ているその長い足 
~はストッキングがないた.めに、よ 
J けい軽快、日本でもストッキング 
J 返上のチームがこれからは出て来 

州ょう。 

J 〇…一行の東京の宿舎となったの 
5は、国立競技場の中にあるスポ— 
ーッマンホテル。十七日の夜は国立 
i 競技場でサッヵーの早慶ナイダ1 
1があったため三々五々スタンドに 
j 上って観戦していたが、ル—マニ 
~アでもボールゲームはほとんどナ 
i イタ ー をやっているそうで、ハン 
J ドボールとサッヵーが人気の双壁 
一だと云う0 

J 〇…第二戦の中大戦のハーフタイ 
r に中大の舞踊研究会が趣向を•こ 
~らしたコスチユ ー ムでフォ ークダ 
{ン .スを披露した。ハー フタ イムに 
j アトラクションをやる のは最近の 
ースポーッ界のビッグゲ I ムの一つ 
^の流行だが、ことに中大戦は中大 
一側が色々の心ずかいを見せてル I 
? マニア 選手の送迎などに も 気を配 


国際試合余滴 


技術評 










拔群の 

一対全鷲 


試合展開力 

前半で勝負を決す 


来日第四戦、対全群馬との試合 
は、六月11十二日午後二時五分か 
ら群馬県桐生市新川球場で約一万 
六千の観衆を集め、主審徳永(日 
体大 OB 〕 で開始 

― J T 2 : ( 12l — v * 群馬 
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後記と 
技術評 


小川励行 


へテイリ丨スポ！ツノ 

一東京本社運動部 ) 

.鉄道ストのため、この朝、パスで 
東京を経った一行は、必ずしも n 
ン•ディションはよくなかったが、 


秀れた脚力、シュ I 卜力を利して 
全群馬のあまいディフェンスを自 
由に突破して CF ナデア、 RI ナ 
卜らの見事なシュートで着々と得 
点を重ねて、前半12|5と大勢を 

決してしまった。ルーマニアはこ 
の日ェースブルガルをベンチに下 
げる余裕を残し若い選手を登用乙 
たが、流石に、早いパス•アゥト 
から速攻をかけ、さらにゴール前 
での変化に富んだパスヮ I クは全 
群馬につけ入るスキを与えない鮮 
かなものだった。全群馬もょくボ 
丨ルをキープしては小秫、両金子 
のセンタースリ I に積極的に射た 
せたが、前半で体力差が表われて 
はどう L ょうもなかった。前半15 
分3 — 5としたまでが試合。ルー 
マーーアチームはこれで来日以来四 
連勝を飾ったわけだが、ルーマニ 
アチームのフォーメーションは日 
本とそう差のあるものではない。 
ただ日本選手とは比較にならない 
その長身を利 L てのシユートのコ 
ントロールの良さ、加えて、両サ 
イド45度におけるシュートの確卒 
のよさが、有力な武器となってい 
る。この差が、つねに勝敗を左右 


しているわけなのだが、日本選手 
にも要求されるのはシュートミス 


を少なくすること、例えば、この 
日の試合でもルーマニアは 36 本の 
シュートのぅち 24 本をゴールに結 
びつけており、同数近いシュート 
を全群馬は放ちながら、得点は半 
.分に満たない。 GK の動きをみ 
て、自由にコーナーを狙えるシュ 
丨卜力を身につけるべきであろ 
う。また、スタミナの配分と云う 


こともルーマニアは実によく消化 
しており、相手の疲れに粟じて波 
状的なラッシュ攻法をかけ連続得 
点を奪ぅ試合展界力は世界の.トッ 
プ V ベルにあるチームの貫録十分 
である。この日も後半20分までに 
連続7点をあげた攻撃力など感嘆 
のほかない。 


全愛知の速攻 ix なし 

10—7 後半ル 軍を初めて リ ー ド 


ルーマーーアチームの来日第五戦 
対全愛知の試合は六月二十五日、 
名古屋市の瑞穂競技場で、観衆約 
二万を集めて主審宇津野年一氏 ( 
日体大 OB 〕 鈴木 ㈣ 鈴木 ( g ) 三氏審 
判で開始。 

T;alII23( 7 1 M 10 5 ) 15 全愛知 


後記 


鴦尾武治 
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タデ ッド 
ステ ル V 


(共同通信社運動部〕 

全愛知は名門楼丘会が主カメン 
パー。このなかにはことし芝浦 H 
大を出た服部をはじめ第一戦に出 
場した早大の山田、ベテランの浅 
野、高村、さらに羽上田、森川の 
新鋭がいる。したがって、全愛知 
に寄せる期待は大きかった。ある 


プ.ルエ タデ ッド 
i : レ y テ f ステルパ 
カパマイーー V コオナナブコレ 

得〇 10 CPO 2304681023 
so' ― 10 ― 10480291620 45 

いはル I マニアにひと泡吹かせる 
のではないかと心ひそかに念じた 
のだが……。合宿練習の実がその 
まま現われたら、かなりいいゲ I 
ムになることを疑わなかった。た 
だ気がかりだったのはクラブ•チ 


1ム、つまり寄り合い世帯の点だ 
けだった。ゲームは前半 16 —5と 
ルーマニアのワン•サイドに終っ 
た。これがすべてである。後半全 
愛知の善戦は実にすばらしかっ 
た。それだけになぜもっと早くこ 
うできなかったのか。前半25秒羽 
上田がうまく持ち込んで左スミに 
先制のシュートを放ったがカベル 
プッシュにうまくはばまれた。1 
分25秒に高村がゴール前のルーズ 
からうまく左サイドに抜けて右ス 
ミ先制点を決めた。このときの左 
サイドはノ - I マーク、激しいロー 
リング•パスの現われだった〇 
4分にブルガルが丑1を受けて右 
スミに強引なシュ I 卜、これでス 
コアは 111 となつた〇このころ 
からルーマニアは愛知の両サイド 


8 







を激しく攻めたてた。ル. I マニア 
FW は徐々にスピードを増し大き 
なフ H ントで愛知のパックスをう 
まくおびきょせ、そのスキをねら 
って連続シュ I 卜、前半15分で8 
—3と yl ドした。愛知の.パック 
スはブルガルをマークしたが体が 
小さいため振り回されるハ.メとな 
った。そればかりでなく速攻を身 
上とする愛知?界のスピ1ドは全 
くなく見るかげもなかった〇ゲー 
ムは完全に前半であっさり決まっ 
た。後半に入ると、愛知のブ VI 
は見違えるょうなスピ I ドを見せ 
た。 3分45秒羽上田が右サィド 
から左ス.ミにシユート L て先行し 
た。ボ—ルを高村、羽上田に集め 
て 打たせた策戦が成功、高村が6 
分30秒、8分、12分と連続ゴー 
ル乙て412と差を つけた。 ルー 
マニアは前半の大量点で気楽にゲ 
—ムを運んだのだろうが愛知 FW 
.の速攻はすばらしかった。低い姿 
勢から確実なパス、その後浅野、 
羽上田が低めのシユ I 卜に成功し 
24分 30 秒には 8—4 と引き離し 
た〇後半は全く愛知のぺースだっ 
たが、前半に I - W ■の速攻さえあ 
ればもっと接戦 L ていただろう。 
後半愛知のシュート成功率は約五 
割0 ( シュ1卜22、得点10) 


技術評 


西ドイツとの時も楼丘会を主力 
にした全愛知は好試合を展開した 
が、この日も滑り出しはル軍 FW 
にょく対抗して互角の試合ぶりを 
見せた〇しかし、時間の経過とと 
もにル軍の一人々々の柔軟な身の 
こなし、多採なパスワークに点差 
を開かれ、善戦が精一杯であつ 
た〇ル軍は相変らず リタ ー ンパス 
や大きなフ H イントを交えたロー 
リング、オフェンスで、ふところ 


深く飛び込む全愛知の防禦陣をふ 
り払い、特に前半15分頃から見せ 
た速攻 t . フリ了スロ I ライン手前 
からジャンプシユートは殆ど全愛 
知01^に動く間(マ)を与えぬ鋭 
いものであった。前半30分を同じ 
速度で走り貫くスタミナは素晴し 
い。一方の全愛知も最後まで試合 
を捨てず、殊に後半は斗志を奪い 
立ててよく走り好プ V 丨を見せた 
日本チームにしては秀れた体力を 


備えながら、ル軍のスピードに圧 
倒されたのは今後に残る課題であ 
ろう。なおル軍は、前半、大量リ 
I ドに余裕を見せたのか、珍しく 
も五人防禦を見せたが、広いリー 
チを活かしての中央一線防禦は六 
人の時と殆ど変ら.ない。全愛知の 
動きは非常にょかったのだが、結 
局は〃体格差"……特に"腕力 
差〃と云うことになろうか- 


全関学、互角の挑戰 ......... 


戦 

6 

第 


ク氏、厳格 
な審判ぶり 


斗志 あふれた 好 技を 応酬 


ル I マニア•チームの来日第六 
戦、対全関学戦は六月二十六日一一 
時十分から西宮球技場で三千の観 
衆を集め、主審 I •クンスト氏(国 
際公認審判員•ルーマニア〕副審 
狩野、光島三氏審判で開始 
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技術評 


村田 弘 


J ルクスユルルユ弟兄トルクユ< 
^スクシララシケケガッ 
選ドエ 

ノ Jy-> 


セセ， 


ラタタ 


高島 洌 


へ日本ハンドボ， 

U 協会理事長 


へ日体大 OB •大ン 
一阪三国丘高監督 j 

さすがにル軍は転戦の疲れが出 
たか、その本領たる H ネルギッシ 
ュな攻防が鈍って見えた。しか 
し、ブルガル、ナトらの見せたシ 


ルプ 

[1. ノ ••ラスス ノ "ハ 
ンイパ n KV パココナブマカ 

CQOOOlol 2528乂 1030 
得0001002125800 19 

ュートをする際に上体を左に振り 
ながら(或いは右に〕シュートは 
右に(或いは左に〕放つプ VI や 
瞬間ダッシュの鋭さは、.全関学の 


及ぶところではなかった。全関学 
が前半をとも角も10点以下に食い 
止めたのはフリースローラィンを 
軸にしてのマン•ッー•マン防禦 
の成功と、マィ•ボールを慎重に 
キープして、時間をかけて攻めた 
からであろぅ。また、攻撃もやた 
らにル軍の速いぺースに合わさ 
ず、自分のベースで試合をしたの 
は賢明で、ル軍の戦法をょく呑み 
こんだペンチ•ワ^~~クの巧さと云 
える。だが、ドリブルの多い攻撃 
は、体が大きく、リーチのあるル 
軍のデイフェンスには一寸通じな 
い。後半、見せたようなオープン 
攻法を積極的に用いていたなら、 
かなり肉薄出栾たのではなかろう 


か。ル軍の FW は個人の突進力に 
長けており、密集をついて、とも 
かくシユート態勢にまで持って行 
くことは、旺盛なファィトの所 
産であり、これは見習はなくては 
いけないだろう。クンスト審判の 
ジャッジは、犯された反則がデー 
ムの展開にどう影響するかと云う 
ことが判定の材料になっていたょ 
うで、なかなか厳しいょうに見え 
た。しかし後半五分、八田が退場 
を命ぜられたプ VI は解せない0 
日本なら14米を科して退場には 
処さない。 

国際試合もすでに六試合を終っ 
たが、やはり体格の差が大きい。 
具体的には腕力、肩力、.手首の強 
さと 云うことになろう。日本チー 
ムは、そうした基本的な問題の強 
化と共に日本 スタィルの プ VI を 
考案すべきではなかろうか。 

丨次号予告- 


九月下旬発売 
▽国際試合回顧特集 
。対全北海道、全仙合、全神 
奈川、全芝工大戦観戦記 

。ルーマニアに学んだもの 

(座談会) 

。ルーマニアのプレーを解剖 
する。その他 
▽全日本総合選手権回顧 
▽全日本学生選手権総評 
▽全日本高校選手権熱斗譜 
▽全日本教職員選手権を終って 
▽東西学生秋季リ I ダの話題を 
探る等の他国体展望 








クンス 


監督に聞く 


力の養成が第一 

選抜軍なら西欧と対等 


発揮すべきであり、そうすれば我 

々や、他のョーロッパ•ハンドボ 

1ル界と対等な試合が出来るだろ 


^ n H 

審判技術 
、 は最高 

ルーマニアチ I ムの役員や選手に 
日本のハンドボール界や日本の選 
手はどう 映じたろう。 ルーマニア 
全選手にアシケートを求めようと 
した編集部の企画は彼らの多忙な 
日程と言葉の通わぬ障害にあって 
本 号では果せなかった。そこでホ 
テルのロビーやグ-フウンド、ある， 
いは到着時の記者会見などで一行 
の監督であり国際審判員のイオン 
•クンスト 氏に聞いた話を とりま 
とめてみることにした。 

※ 

—— 日本のハンド•ポ—ルの実 
力について 

個々には非常に秀れたブレイヤ 
1がいる。全早大の吉田正、■長沢 
恵谷、全中大の大脇、全日体犬の 
竹野、栗山、井上らがこれまで ( 
六月二十日現在)対戦したチーム 
では印象に残った好選手だ。 

—^チ I ムカはどうか 

ベスト•イレブンを揃えること 
は大変難しい。私もチ I ム作りに 
はとても苦労している。日本チー 
ムは一人一人には優秀な選手がい 
るが、十一人揃って優秀とは云え 
ない。しかし、 ヨーロッ パのハン 


ドボール界は十一人総てが文句の 
ない選手を揃えていないと A クラ 
スには並べない。日本はその点で 
少々力不足だと思ぅ。 

——^日途中カントンで試合をし 
たそうだが中共と日本のレベルは 

カントンの試合は公式なもので 
はなく トンイニング ゲ T ムだっ 
た。カントンの選抜軍と地元の陸 
軍の試合をしたが、日本の実力な 
ら選抜チームをつくれば攻守に力 
ントンを上 M るだろぅ 0 
——さきほど印象に残ったと云は 
れる選手は皆、 FW だがバックス 
の選手はどうか 

パックスは文句なく全日体大が 
これまででは一番ょかった。 

——日本のハンドボ—ル界の最大 
の欠点は何と感じられるか。まず 
F W では- 

シユートカの非力が目立ってい 
る0パスワーク、ハンドリング、 
それにランニングも決して悪くは 
な：；。しかし ゴー ルにつながるシ 
ユートが弱すぎる。 

—— バックスの面では 

我々の体が大きいせいか知らぬ 
がホールディンダで攻撃をストッ 


ブ させょうと する.の^一番いけな 
い。 FW を故意につかまえ.るのは 
試合をつまらなくする。しかし、 
ボディにょるデイフヱンス、つま 
•りボディチェックは もっと やるベ 
きではないか。 

- GK は 

GK は相手のシユ I 卜を止める 
だけではない。-味方の攻撃のきっ 
かけは犬て.いの場合、 GK からの 
パスで始まる。日本の GK はそう 
した点に難がある。速攻のきっか 
けは GK がつくると云ってもょい 
だろう。ストップした ボー ルは素 
早く処理すべきだ。 

——レフエリ—について 

これはもう全然文句はない。そ 
の技術は非常に秀れており、国際 
舞台に出しても決して恥ずかしく 
はない。始めは、そのゼスチユア 
が少し大きいょうに思えたが1こ 
れは我々がそうしたことに不馴れ 
だったからだろう0 
——日本チ—ムのよい所を何か感 
じられたか 

チ ー ムワ ー クのとれたプ V 1 を 
するのはよいこと vo こシした特 
長は全日本代表軍を作った時にも 


-日本チ I ムが伸びて行くには 

どうしたらよいだろう 

高島理事長とも話をしたことだ 
が、我々と日本のチームには肉体 
的な開きがかなりある〇だから我 
々の ブ V 1をそっくりそのまま受 
け入れる ことは 必ずしも良策では 
ない0しかし、 スタミナの 養成と 
ロングシユートを射てる選手が出 
て来るょぅに心がけなければ、良 
い試合は出来ても我々から勝利を 
望むのはムリなのではないだろぅ 
か〇しかし、日本チームの研究心 
には敬意を表したい。わずか二試 
合の経験で第三戦にあたった全日 
体大は我々をてこずらせるょぅな 
策戦を考え、その ディフ H ンスは 
ずばぬけて上手かった。日本のハ 
ンドボール界のレベルの向上は将 
来、大いに期待出来る。 

——バックスの陣型に特色がある 
が、 ョー ロッパでは各 チ— ムとも 
あのよ5なものか 

ルーマニアチームの場合は中央 
部を守る HB 陣の強さに自信があ 
るからで、また、相手の速攻を止 
めるには、なるべくライン( 35 米 
ライン)に近ずいていなければま 
ずい。ゾ I ンとマン•ツウ•マン 
のスイッチも楽だし常用している 


しかし日本の大脇(全中犬)や栗 
山 (全日体大) が 見せた よぅな 二 
つの ラインをえぐるよぅなカット 
インのプ V 1 には3 • 2のオーソ 
ドックなスタイルだ〇 ( 注、 二つ 
のラインとはおそらくフびースロ 
1ラインとゴールラインのことを 
指すのだろぅ) 

——もし、あなたの相手チ—ムに 
ブルガル選手が居たらどうして防 
ぐか 

(笑いながら)それは全日体大の 
荒川監督に聞いた方がより確かだ 
ろぅ0 

-マン•ツゥ•マンか 

おそらくそぅするだろぅ0 
—— 日本チ—ムは国隙舞台に立〇 
てどの程度やれるか 
やってみないと判らないが、全 
日体大などは学生主体のチームと 
してかなり強い。選抜軍なら対等 
に試合出来るだろぅ。しかし、そ 
れは前に云ったよぅなシユートカ 
と.スタミナを完成してからの話だ 
——来日前予想していた日本チ— 
ムと実際とはどうか 
我々は日本のハンドボールにつ 
いて殆ど何も知らないで来た。 
——その他、日本のハンドポ—ル 
界について 

ョーロッパではハンドボ I ルに 

は大変な数のファンが集る。その 
点、日本はさびしいものがある。 
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団長ヴァシレ • ツードル 

沿吕/アウリカ•カンペアヌ 
位興\ゲョルゲ•サぺスク 

監督イオン•クンスト 

r k /ミカイ•レドル 
じ八 b レドルフ • カペルプツシニ 


【ドイツ艦隊】 【日本】 

モツサネル GK 島田（日体） 
ハ. ン ゼ\"]?1^/川村（日体） 

フィンク” 若崎（日体） 
テルン、 ど荒川（日体） 


マツアノレン、 r jTL) 11 V 口 I 中 4 ノ 

才ー エミシェン} HB {北川（日体） 
ゾ ッ フ) (有元（慶大） 
ノイラッ ハ') f 高橋（日体） 
パッセルロス I I 島田（慶大） 
ベルンスタイル. FW 高島（日?本） 
.へンペル| :宮崎（早大） 
マルテイェウス/ I 、林（早大） 


，日本で国際試合のため選抜軍、 
I を編成したのはこの試合が最初ノ 


オリンピュ • ナデア ㉞ > 

コルネル • オテリヤ ⑲ミ 

ビルジール•ナト ㉞ > 

FW くアルパッテイ•バララシュ@ > 

ミルカ.コスタケ（兄） ㉔ > 
ミルカ•コスタケ（弟）⑳> 
、アウレル • ブルガル@=主将 


来日ルーマニア_チーム ー本 
，メンバ 


(円内数字は年齢） 


;日 
I 体 

‘ W 


【全日本】 

星野（教大出） 
/遠藤 C 教大出） 
t 桜井（芝浦出） 
卢藤(日体出) 
山本（日体出） 
1 '平地（教大出） 
f 幸田(日体出) 
新村（教大出） 
〕浅野（日体出） 
皆川（日体出） 
I 佐野（敎大出） 


補小野（日体出) 


【ドイツ】 【全学生:！ 

ネ レ ン GK 加藤（日体) 

ベルンハルト 高森（芝浦) 
ル ツ フ竹尾（明治） 

テ ィー マン、 彳小鳥并（日体) 

ギ ュンネマン [ HB { 堀（日体) 
ケスラー I 1 伊藤（立教) 

スターラー） f 中上（•芝浦) 

五•ヴィル 丸岡（日体) 

グ ン パ 1 FW 近藤（芝浦) 

ダーリンガー 丨 |森（日体) 

シュヴ ヱンガ ー; I 竹野（日体) 

渡部（教大) 
交代今野（芝浦) 
GK 補 


ルク 

ラス ユク 
ルセテクシス 
ラ•ニ スッレ 
■セン•クエバパ 
•チンルリコ • 
ンンアマィ•工 

チタビ••ゲジ 
ンスタンンルル 
レンクビオヨョ 
バコオサィギジ 

/- C - 、 

B B 
F H 


第一戦=昭和15年6月 

yys/yyy\Iyyyy77ys/yyyyyy 

㉚㉛㉜㉟㉔@㉚⑳㉘㉘@.㉖㉞ 


▼第四回=西ドイツオ—ルスタ 

1ズ対 日本国際親善第一戦=昭和 
31年9月 16 日横浜平和球場 

西独選9 8138 全日本学 
抜 軍1111|5』卩生選抜軍 


世界第二位ル.—マニアチームの 
試合ぶり.は全国各地で、改めてそ 
の技術の高さをぅなずかせ、定評 
通りの強さを示しているが、一方 
日本側チームの実力も、西ドィッ 
来日当時とは比べものにならぬく 
らい向上している。日本に於ける 
正式な国際試合はこれが五回目 
で、その戦いの跡を、ここで集録 
しておこぅ0 

▼第一回ヒットラー•ユ—ゲン 

卜対日本(日体)=昭和！3年9月 
16 日神宮競技場 


? 0 3〕 


二 81 5) 
丄ぺ 81 4 j 


H • ュ 1 
ゲント 


▼第二回在日ドイツ選抜軍 対日 


9日神宮競技場 

日本 3 へ 4 — 5 ノ 在日ドイ 
(日体) 8 广 410 ッ人 選抜 

▽同第二戦 U 昭和 15 年 6 月 16 日 

奈良檯原競技場 

日本 ^ 31111 ^ 在日ドイ 
(日体) 8(5 l 4 j 5 ッ人選抜 

(以上二試合は紀元一一千六百年奉 
祝東 M 競技大会の一環と乙て行は 
れた) 

►第三回 訪日 ドイツ 艟隊対全日 
本学生=昭和17年 11 月 29 日、神宮 
競技場 

全日本 oj 41 4) 訪日 ドイツ 
学生 4 - 3 艦隊(独) 


KBBW 代 K 
GFH F 交 G 

vm/ t - . . / 

ンン j フ ール パ ル 
r - i トマ ンガ ーヒ f 
ツルこフマンィガツ' 

イ V ハー ツネ H ンンリヴ 
ドン ス ンヴヴリド 

C ルィ ユユ•一工 • 

ネベテケルギシ H ケダシ R 
(注)この他に戦前、慶大、早大 
などが在日ドイツ人選抜、横浜ク 
ラブ(独)等と試合を L ている。 


芝工大. 30 連勝を記録 

昨年七月一日第一靣全日本学生選 
手権で同志社大を破って以来連勝 
を続けている芝浦工大は既報のご 
とく今シーズンに入っても眷の関 
東学生リーダで勝続け、更に明 
大、早大、中大、日体大等を破っ 
て六月末日現在遂に 30 連勝を遂げ 
た。昨年以来10点以下に得点が終 
った のは昨秋の中大戦 (9 対 7) 
と今春の慶大戦 (7 対 6) だけで 
得点力の強力さがこの記録を作つ 
たこと を物語つている。 


▽同 第八戦=昭和 31 年 9月30日 • 
後楽園競輪場 


国際試合の歴史 

昭和十三年に第一回 

■ I 西ドィツには8戦8敗 


( H •ューゲン) 

r 対日体 j 


▽ =同第二戦=昭和31年9月 18 日 
=名古屋瑞穂ラグビー場 
翻抜獅 24(11116 7)13全東海 
▽同第三戦=昭和31年9月20日 
富山球場 

sisoMvf 

▽同第四戦=昭和31年9月23日 
大阪球場 

趣抜職又 151 M 9 716 全日本 

1出出出出出出出出出出出出出 
本体体浦大体体浦体体体体体体 
日日芝教日日芝日日日日日日 

B cccccc CCCCCCC 

t 島野井地本出林沢野田 III 山野 

光天桜平山中小柳浅村皆高小 
, — < ' / J <( /- . , -> 

KB B 、 W 代補 

GFHE 交 K 

ルンーフケルパ r ヒ C 

n トマ ン ラツ 
ツゲルー'ラ v ンィラリ 
イハー ツネ ンード 
ドンン：スンアヴ ナツ 
C ル' ユ.ラエ 

シブテケルギヴ H ケスシ 

▽同第五戦 H 昭和31年9月24日 • 
八幡市大谷球場 

顧抜? ( rl 2 ¥ 全九州 
▽同第六戦 U 昭和31年9月25日 • 
山口県宇部球場 

g 抜 114(6 8 II 325 全 111 口 

▽同第七戦=昭和31年9月 28 日 • 

山梨県甲府グラウンド 

西 独 8 へ 8 — 3^0 関東学生 
選抜軍 1110 —7 1 連 合 
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特 


集 


ルーマニアに学ぶ 

=国際試合の教えるもの= 


ルーヤニアとの国際試合を前に 
して、日本側の協会関係者や対戦 
チームの監督、コーチ連の鼻息は 
かなり荒かった。勝てないまでも 
五点差ぐらいの試合が多いだろぅ 
し、二つぐらいは勝てるかも知れ 

ない-そのょぅな 声 も 聞かれた 

のである。しかし、日本側のルー 
マニアに対する資料はほとんど無 
に等しかった。世界選手権決勝の 
ブィルム、それと現地から送られ 
て来た記録が頼りであった。もち 
論、その戦法も、選手の身長、体 
重さえも一行が到着しなければ判 
らなかった。にも拘らず、何を根 
拠に日本側関係者が、ルーマニア 
に勝てそうだと云ったのだろう 


かひ —— それは 昭和三十一年秋来 
日した西ドィッと対戦した経驗が 
その後非常な刺激となって、日本 
ハンドボ I ル界の全般的なレベル 
が向上したと云う 「自信」 が総て 
であった。たしかに日本ハンドボ 
1ル界のここ二、 三年の レベルの 
向上は注目すべきものがある。し 
かし、それはあくまで r ハンドボ 
丨 ルが判りかけた」程度なのであ 
って、向上は向上でも国内的視野 
においてであり、国際的には果し 
て関係者の強気どおりに受けとっ 
てょいかは疑問であった。果し 
て、ルーマニアチームはその強引 
なブ V 1 を躯使 L たスヶールの大 
きいハンドボールで日本チームを 
殆ど問題にしていない。しかし乍 
ら、来日第一戦の対全早大戦を 
終ったあとでさえも、関係者の 
大半は、「充分、日本チ I ムの 
つけ入るスキのあるチームだ」 
と口を揃えて云っていた。「た 
いしたことはな.い」と云うその 
わ6^.口裏には、自分達が期待 L てい 
ジ^2たチームと大分違うと云う意味 
轉_なのか、我がチームに比べても 
賴播たいしたことはないと云う意味 
11 j なのか、それとも西ドィッに比 
ケぐ ぺてたいしたことはないと云う 
パ B # 意味なのか判らない。おそらく 
UFB は、その何れもであっただろ 
W & B . う。ラジオ解説者の大久 
I 保静男(慶大 OB 〕 氏は云う 「 
た L かに、新しく取り入れベる 


きプ VI は少ない。しかし、日本 
選手が知っていながら実行してい 
ないプ V 1 や基本的に見習うべき 
ブ V 1 は実に沢山あった」と。で 
はその見習うべきプ V 1とは何だ 
ろう-〇高島協会理事長、渡辺関学 
監督、荒川日体大監督などの言葉 
をまとめてみるならば「それは基 
礎に忠実な教科書通りのブ VI を 
すると云うことだ。例えば第一戦 
は雨だった。すでに彼らは雨天攻 
撃の常とう手段と云われるドリブ 
ルを多用しない。タテの攻撃を多 
くする。個々のキ T ブ時間をなる 
ベく少くすると云ったブ V 1を全 
員がごく当然に行なう。ぬかるん 
だボールを確実に捕るために忠実 
なボディキャッチをする。フリー 
ボールに対してはまっしぐらにボ 
1ルに向ってダッシュする。つま 
り我々が日頃最初に教えられて来 
たり、教へて来たブ VI を、彼ら 
は忠実に繰り返しているのだ」と 
云うことになる。高島理事長は更 
に「ルールを最大限に利用してい 
る。その証拠には常に六人攻撃、 
六人守備である。おそらくョーロ 
ッパのハンドボール界は総てこの 
戦法だろう。六人攻撃(あるいは 
六人守備)と云うのを'一つの戦法 
であり、策戦であるとしているの 
は日本だけかも知れない」とも云 
う0 

こう、話をまとめて来ると確か 
にルーマニアは目新しいハンドボ 


1ルをお土産に持って来てはくれ. 
なかったようだ。だからと云って 
ルーマニアを評して「たいしたこ 
とはない」と云い切れるだろう 
か。荒川氏は全中大戦を見ながら 
こう云った。 r ズパリ、実力の差 
は格段だョ」と。また松本重夫氏 
(協会理事、第三戦主審〕は「西 
ドィッの来日で、日本のハンドボ 
丨ル界は改めて真〇ハンドボール 
を見もし、教わりもした。それま 
での日本のハンドボールはドリブ 
ルボ—ルであった。それを西ドィ 
ッとの試合でパスプ V 1を.主とし 
た試合展開を覚え、今は丁度、そ 
うしたプ VI を完成す，る過渡期に 
あり伸び上る前の低迷と云うこと 
も出来よう」と日本の実力の低さ 
を認めながらその原因をこう説明 
している。しがし中にはある大学 
の一先輩のように「ル I マニアと 
良い試合が出来ないのは一にも二 
にも基礎技術の差であり、基本プ 
VI に忠実でないからだ。表面だ 
けのプ VI を採り上げてルーマニ 
アから得る所が少ないなどと云っ 
ているようでは何時まで経っても 
レベルの向上など望めない。なま 
じっか一勝や一一勝をあげるのは、 
これからの日本のハンドボール界 
の真の充実と云うことから考えれ 
ば仇になる因の方が多い」という 
きびしい批判もある。 

体力の差が歴然 



り 

ぶ 


二 

シ 


一12— 








ル前のフリ ー スロ ー の時には用い 
られたが、試合中のプ VI ではな 
かなか実行されていなかった。ル 

1マニアチ^~ムのディフヱンスを 

見て、この連けい守備の上手さが 
非常に目につく。しかも高島氏が 
云うょうに 「 GK カベルプッシュ 
の個人技はルーマニアディフ H ン 
スの大黒柱的存在だ。一米八十以 
上の長身ながらセービングで見せ 
た弾力性、スタートの早さはとう 
てい日本の GK の及ばぬ所だ」と 
云うょうに GK のフライングスト 
ップが申し分ない。最終防禦線の 
強さではまずルーマニアは完壁だ 
つた。それにも抱らず日本チーム 
が非力な体力を顧りみず、やたら 
に個人の突進力に頼ったチームが 
多かったのは無策すぎた。 


は最大の防禦であり勝利への直結 
は〃得点"をおいて他にない。ル 
1マニアの守備陣型は変則的だっ 
た。いわゆる W 型でも M 型でも U 
型でもない。六人の守備陣がフリ 
1スローラィンの一、二歩前に一 
二米の間隔で米円形を描いて立並 
ぶょうな感じであった. 0 そしてマ 
ン•ツー •マンと'/1ンの併用で 
ある。日本チームがこの守備陣に 
対して苦労したのは、そめリーチ 
の長いことと、相手の上背が非常 
に高かったことの一一点であろう0 
しかし、見逃してはならないのは 
中沢重夫氏(芝工大コーチ)の云 
う rGK とパックスの連けい守備 
の完ぺきさ」にあるのではないか 
従来、日本のハンドボール界で 
も、パックスと GK との連けい守 
備はうるざくは云われているが、 
そうした インサイドワー クはゴ ー 


京での序盤三戦を経験した萩原全 
早大監督、桑原全中大監督、荒川 
日体大監督らは「食い込む，余地の 
全くないチームではない。全芝エ 
大や全日体大などのパス_•ヮ I ク 
の方が上手いとさえ思うほどだ。 
技術面だけを云えば決して劣って 
いない」と云う。ではこの三チー 
ムが何故勝てなかったか。ィオン 
•クンストルーマニア監督はただ 
一言「ロングシユートが打て.ない 
•からサ J と云い、荒川氏は「スタ 
ミナの問題だ。体力と云うのは先 
天的なものでは決してない。練習 
で鍛えあげることは可能なハズ 
だ。早稲田にしても、中央に乙て 
も、前半の 30 分間さえ対等に走り 
切れなかったではないか』と云 
う〇つまり、 ルーマニアから学ぶ 
最大の課題は r 秀れた体力の養成 
と スタミナの配分研究」であり、 
それにょって始め 
てスピードのある 
ハンドボールが出 
来ると云うことで 
あると云つてもょ 
いだろう。 

圧巻//: 

スピ—ディ 
な攻防 

ところで、日本 
チ I ムはルーマニ 

アから点を取るの 
に苦労した。攻撃 


.'西ドイツが来日した時、日本側 
ば八戦八敗彼我の差をまざまざと 
見せつけられ、八試合の総失点一 
.七三、一試合平均一二•六の得点 
を奪われた。一方、得点の方は八 
■試合で七九点、一試合平均十点弱 
と a う記録が残されており、数字 
" の上からはこの四年間日本チーム 
はたい . L た進歩を L ていない。も 
っともルールの大巾な改訂もあり 
西ドイツの時は対戦チームの総て 
がビックアップチームであり、今 
.回.のょうに単独チーム中心の日程 
編成ではなかっただけに、実質的 
、には僅かながら、その進境を認め 

て'ょいものがあろう〇ルーマニア 
チームの特色は|^评面ではドリブ 
.ルを用いた大きなフエ.イントにょ 
.る突進と、波状的なそのラッシュ 
攻撃にある。その点ではち密なパ 
X プ V 1 とゴール前のローリング 
オブ i ンスに洗練されたチ I ム 
プ VI を見せた西ドイツの改洗と 
は大分趣を異にしている。それだ 
けに.豪放味はルーマ-ーアの方が， > J £ 
汾上の印象をうけるのだが、逆に 
日本チ I ムの関係者がルーマ-ーア 
チ1人を「ラフなチームだ」と評 
するのもここらあたりに原因が fe 
るのだろう。また、ルーマニアの 
そうした攻撃法は日本の FW が学 
•ひとるには体格的にも、体力的に 
も不向きであると云とも出来 
■よう。彼らのパス•アンド•ダッ 
シュ社.その天賦のストライドとそ 


の体力をフルに活用した肩力(遠 
投力)が後立てとなっているから 
である。彼ら程度の体格があって 
始めて、あの豪快味が生れ、チー 
ムの一つの特長にまでつながるの 
である。その点では、ソフトボー 
ルのようにボールを扱うシ .V グル 
ハンドリングな*とは.*とうしてもマ 
ネの出来ないプ VI の一つであ 
り、仮にそれを採り入れたとして 
も完全に消化するプンイヤーやチ 
1ムは一朝一夕にして生れないだ 
ろう。それでは具体的に、ルーマ 
ニアチームから何を学ぶか。日本 
のチームの体力の差、体格差を考 
えてまずおいつくことの難しい点 
は、①歩巾のあるストライド②シ 
ングルハンドリング®上背を利 L 
たハイ•パスと云'た点であろ 
う〇これらのことは"日本人〃と 
S う先天的な体質が改まらない限 
り、日本選手や日本チームに採り 
入れることは難しい〇しかしこの 
問題にしても荒川氏が云うように 
『体力の違いを言いわけにしてい 
ては日本人は、国際試合(特にボ 
丨ルゲームでは)には常にハンデ 
ィキヤッ。フを負うことになる』し 
一方、山岡二郎氏(東京協会理事 
〕の云うように『先天的な体格差 
は仕方がない。むしろ国際試合を 
多く経験することによって、' 日本 
流のハンドボール、つまり日太戦 
法をあみ出ずべきだ』と云う相反 
する見方も生れてくる。だが"東 
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ビールに つられて定期戦 

=楽書帳=第2回 

鴛尾武 治 


ル軍台風で香港に足止め 

=予定の狂った滞日日程= 

国際試合開催に大きな教訓 


\ ハンドボ—ルも外国チ I ムの 来日で株の 
A 値段が少しづつでも上がってきた。終戦直 
後のことを思えば、まさに" 月と スッポン" 
一の差がある。あの当時はサッマィモをかじ 
A り、青白.い顔でボールを追いかけていた。 

A 会長は式場先生、理事長は慶大 OB の外山 
r | さん、いま協会の理事をやっている松本君 
11 ( 教大 OB ) はレギユラーとして名 CF ぶ 
1りをみせていた。松本君とは中学 
~ ( 元府立七中、現墨田川高)が同 
11じだった関係で急にハンド*ホール 
M に興味を感じた。わたしがハンド 
Y ホールに足を突っ込んだのは松本 
>.---> 君の影響が大きい。それにいま理 
0事長をやっている高島さん(日体 
一大 0 B ) がシロゥトのわたしにハ 
ーンドボールのことをくわしく教え 
以てくれた。徳永さん、岩崎さん 
1^(早大〇^)とも親しくなった。 

一だれでも簡単にできるスボーッ… 

《…それが私に愛着を持たせた最大 
(の理由でもある。 

へ©……終戦直後のハ.ンドボールは 
、多事多難だった。協会のお歴々は 
、マスコミに対して積極的に働きか 
>けた。二十二、三年ごろだった と 
) 思ぅ。協会が音頭を とって 文部 
y 省、協会、東京運動記者 クラブの 対抗戦を 
一 やる ことにな つた。それで記者 クラブの 方 
一も正規の十一人を集めにかかったが、当時 
一の状況では半数の六人を集めるのに苦労し 
A たもの.だ。それでわたしは我が社の記者を 
《ぅまく口説いて四人集め、朝日新聞からも 
f 立大野球部の先輩である好村さんもご出馬 
へ願った。協会はこの対抗戦を毎年十二月 tc 


V/ V/V 

開きたい意向だったので OK した。 


T 1 w, yri 


ルーマニア•ハンドボールチ.一 


ムは六月十五日午後五時十分、そ 
の元気な姿を羽田空港に見せた 
が、この到着は当初予定の六月十 
日より丸五日遅れたものだった。 
六月十日から一一日間香港を襲った 


，ル、ビール、サ《見でも、足止めの理由が質問の第 
•この組み合わせは/一声にされたほどだった。来日延 


© ……ただ試合をやるだけではなかなか集/ ^ 

まりそう もないので協会はチェをしぼっ)=- 5- 
た。当時は食糧難、ここに目をつけた。) 

「試合終了後に懇親会を開く。ビールとサ)時 
ツマイモを用意してあります」 . これが5 f 

意外に反響を呼んで「ビールが飲めるのか' I 台風三号のため、その足を止められたこと 
?」「サツマイモはステキ」とか勝手なこ0.と、香港に入るビザ(入国査証)の手続き 
とをいいながら集った。"大成\連滞が原因なのだが、'このため日 
功"と会場は当時の文理大、ま、 S 本ハンドボール協会は日程の変更 
たは第一師範、とにかく対抗戦は A その他テンヤヮンヤの大騒動とな 
スム—ズに運んだ。毎年この試合国際試合ではかってこのよう 
を楽しみにしていたものだ。いまな前例がないだけに報道関係者も 
にして思えばなつかしい時代だっ，^珍例と•はかりに、十五日の記者会 
た。"ハンドボ. 

ツマイモ c 

落語の三題ばなしそのものであ.~着で.一番の被害をこうむったのは 
る。平和な時代のいまでは、とて1>第一戦に当った全早大で、予定通 
もサツマイ- = e なんか食ってはいら_り行けば来朝第一戦しかも日曜日 
れない。サツマイモのありがたさ Y だけに興行的にも充分採算のつく 
_はいまでも忘れられない。 W 見通 L があっただけに、この日延 
© ……そのころから高島さんとは W ベは痛く、しかも延びた十六日は 
兄弟のように仲よくなった。彼が0朝から折悪しく雨天。日程さえつ 
結婚した直後、わたしと当時日刊/まっていなければとても試合など 
スポーツ社の本沢君と一一人で新婚(出来るコンディションではなかっ 
ホヤホヤの高島邱 (？) を訪れ、{た。観客席も閑散そのもので、あ 
いきなり戸棚をあけてゥイ スキ ー ( る早大の先輩は「四十万円近い赤 
を引っ張り出し酔いつぶれて泊り込んだこへ字です」と云う。 

とが あった。花ムコ、花ョメさんには気のへ ルーマ- 1 ア チームが入国査証を しっかり 
毒だった。いまでもときどきこの話が出て、しておきさえすればと云う見方もあるが、 
高島さん と腹をかかえて 笑うことがある。) しかし協会の 日程 作成案に も 始めからムリ 
東映のぺテラン〃市川右太衛門"によく似)がなかったとは云えない。順調に 云っても 
だい4巧^！わたしたちの仲間では)到着後、余裕のあるのは一日だけ。.不測の 
た ;:^ ff 对" へ li ^;§ o ]& り J 事故を計算に入れた日程とは思ぇ なぃし' 
(筆者は共同通信社運動部記者) "て取良のコンデイシヨンで試合をしてもらう 


m <4. /r . /I— yll >^\T 

と云う外来チ ー ムに対するエチケットにも^ 
欠けている。合風と云う天災のためだと片{ 
付けて しまう には教訓が あまりに も大きい へ 
ょうだ。■.へ 
国際交流がひんぱんになるほど、 こうし、 
た運営面の堅実さが必要となってくるので~ 
そういう 点では今回の協会の措置には残念~ 
乍ら不満を禁じ得ない。ルーマ-1アチーム~ 
も十五日到着早々翌日が試合と聞~ 
いて不満の表情を浮べていた。事^! 
実、記者会見でも「明日の試合の> 
コンデ ィクョシは」 と聞かれて> 
「明日の試合については日本の協 〆 
会側と話合いたいことがある 」〆 
と、第一戦班期の希望を臭おわせ5 j 

ていたが、 ルーマニア チ ームに は a 

気の毒な日程であった。 \ 
協会にしてみれば 、 N H K 
V 、ラジオ両中継の関係もあり、 
ムリを承知で十六日第一戦案を固へ 
執したのであろうが、今後にもあへ 
ることであり、 国際試合の日程にへ 
は充分な検討と配慮が望まれょ~ 
50 》 

一方、 こうした 苦しい日程にも》 
かかわらず当初は渋い顔をしてい》 
たル I マ-ーア選手が翌日は、朝か一 
ら雨と云う重ね々々の悪条件を苦痛にもせ/ 
ず、気持ちの良いプレーを見せてくれたの一 
は、流石に世界の強豪ら L い貫録と風格を A 
感じさせた。 《 
最近の日本のハンドボール界では、コン--- - v . 
ディショ-ーングと云う ことに 気を配りすぎへ 
ているのか(それはそれで大変結構なこと/ 
なのだが)それとも万寧が ゼィタクな のか/ 

/s /s ys y i J fu. /s V VJ /s 
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盛夏に競う大学•高校の王座 


恒例のインターカレッジ,インターハイスクールは 

盛夏7月全国の精鋭 チームが 参加して行われるが大 
会の話題，有力校をここで探ってみよう 


三連覇狙う芝浦工大 

対抗馬は日体大と関学 


日本のハンドボール界で一番早 
く組織化されたのは学生界で、昭 
和十三年五月には、関東学生リー 
ダがいち早く誕生している。終戦 
後始めてハンドボールの試合が行 
われたのも東京での在京学生〇 B 
戦であ.った。関西でも学生 y — ダ 
がまっ先に復活している。それに 
も拘らず、全日本学生選手権、い 
わゆる"イン•カレ"と云う大会 
の歴史は、今年で僅か三年目であ 
る。これは、関東、関西両学連が 
一緒になって試合をしょうと云う 
機運が、かけ声ばかりで実現に手 
間どったのと、関東、関西両リー 
ダの加盟校以外''あまり地方の大 
学にハンドポール部が少かったこ 
と等が原因であった。しかし学制 
改革で、それまでの高専や師範な 
どが新制大学に切り替ったと同時 
に地方大学におけるスポ I ッ.も盛 
んになり、当然のょうにハンドボ 
. ルもその一つとして成長を見せ 
て来た。地方大学のハンドボール 
部増加と共に、関東、関西でも両 
リーグ合同の大会つまり全日本学 
生選手権と銘打つ大会を持ちたい 


と云う意向が強くなったのだが、 
依然そうした機運は机上論ばかり 
で実現をみなかった。たまたま、 
昭和三十一年秋西ドィッ来日時に 
起った第二次関東大学リーグ分裂 
事件で、離脱したいわゆる東京 H . 
大学側が(早慶明法立)が関東学 
連への不満の一つとして「全日本 
学生選手権開催の熱意なし」をあ 
げたのが、関係者を動かし、二年 
後の昭和三十三年七月東京駒沢で 
その第一回大会を開く動機となっ 
たわけである。なお、この時は反 
肉にも全日本学生選手権開催の導 
火役となった五大学が日本ハンド 
ボール協会.から除籍されており、 
第一回大会に参加の資格がないと 
云う出来事が起った。しかし'昨 
.年の第一一回大会では、文字通り全 
日本学生の王座を競うにふさわし 
い各校の参加を見て盛況な大会と 
なった。 

0. •.…過去、二回の大会では共に， 
芝浦工大(関東)が文句のない優 
勝を遂げており、特に昨年はこの 
大会が芝浦工大が前人未踏の全国 
四大タイトル独占の足がかりとな 
る全国タイトル獲得の嘻矢となつ 
たことは記憶に新らしい。大会 
■は、トーナメント方式を採用して 


いるが、第一回大会はレベル向上 
のために地方勢を少しでも余計に 
中央勢と試合をさせたいと云う目 
的で敗者復活制が採用され、この 
試合規定は好評をもって迎えられ 
たが、昨年からは参加校の増加 
'で、普通の勝抜き一本勝負に代っ 
た。過去二回の決勝戦は第一回が 
芝浦工大対日体大、第二回が芝浦 
工大对明大と云うカードで関東同 
志の；^となっており、東西学生 
王座.で圧倒の優勝回数を誇ってい 
る関学(関西)もこの大会では決 
勝戦に進んだ大会はない。 

0……さて、今年の大会だが' お 
そらく三十校近いチ I ムが参加す 
るだろうと云われており東海学連 
の充実などもあり三十校を越すと 
云うことも考えられる。第一回大 
会の十六、第二回の二十五校から 
比べればその成長ぶりがうかがわ 
れる。優勝を狙うチ—ムはやはり 
関東の芝浦工大、日体大、明大、 
中大、関西の関学、関大、同大と 
云っ，た上位校にし，ほられ、地方学 
生界は争覇圏内に入るには力不足 
だろう。昨年も中京大(東海)が 
侮れぬと云われ乍ら一回戦で関西 
二部の阪大に敗れている(しか 
し、今年の中京大はそうはいかな 
いと聞く。これは後で述べよう) 
〇……三連勘を狙う芝浦工大(関 
東)は今年も相変らず強い 。 CF 
山田が健在な上に、北村、金山、 
佐藤と云った所が伸びており、守 


備も CH 田口、 FB tt 上、 G K も 
廳見、福本と甲乙つけ難い二校を 
持ち、まず不安のない陣容であ 

る。もし、ルーマニアチームでも 

破るょうなことがあれば、その余 
勢をかってこの大会でも快進撃を 
続けるだろう。本命に推してやぶ 
さかでない。 

〇……对抗は東の日体大、西の関 
■学である。日体大は LW 井上 、 L 
I 粟山、 GK 福田、 FB 久保田と 
定評ある選手を要所に配し、関東 
リーグで後半芝工大を追い込んだ 
プレー等鮮やかであった。斗志満 
々自信のほどを見せているので、 
希 a がもてる。一方の関学は、こ 
れまたすこぶるつきの好調。春の 
関西トーナメントでは同大に破れ 
はしたが、 リーグ ではすっかり立 
直り、特に日向、市場、宮地らの 
FW 力は素晴しい。また' 守備も 
CH 宮川を中心に山淵、藤原 、 G 
K 小河と不安のない布陣で対日体 
大、対芝 H 大戰は壮烈な FW 戦を 
展開しょう。芝浦工大以上にその 
まとまりを買うムキもある位、そ 
のチームカは固い。 

関大、同大、中大、 

明大、早大も圏内 

〇……圏内にあるのは関大、同大、 
中大、明大、早大である。関大は 
関西春の二位で高打を中心とした 
FW と堅実な守備が看板である。 
特に今季は、気力も充実しており 
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J 貝える。同大は春の関西トーナメ 
;シトで関学を降し乍らリーグ戦で 
■は調子を落とし三位に留ったが、 
.今藤、石橋の FW 中島'中江と云っ 
fc ベーアラン HB が調子を出すとう 
■るさ'\ '0 中大はル I マニァ戰で自 
信をつけた平瀬、大脇の FW コン 
ビ.と井、福士を中心としたバック 
' スが頑張れば予想外の活躍を期待 
■出来る不気味さがある。明大は心 
配された F . W が正岡の復帰でまと 
.まりを見せ、清水'佐藤、溝淵ら 
のバッ.ゴスも堅実なので クジ 運に 
崽れれば面6-い存在となろう。昨 
■• 年準優勝の面&にかけても張切り 
.たいところだ。早大は長沢の進境 
で恵谷と組む FW の豪放味は昨年 
以上のものがある。.新人の平塚も 
大学の試合にょうやく馴れ活躍が 
望めるので得点力はかなり高い。 
ただ北沢しか頼れぬ守備陣に不安 
が残されている。 . 

伏兵、京、教、中京大 

〇 ：：.._ダーク •ホ ースは 京大、教 
犬、中京大でおる。：しかし、この 
三校には■、はっきり云って優勝を 
狙う実力には欠け、.思わぬ大物を 
暖い、.優勝戦線に一波乱を巻き起 
す*期待"がかけられる。京大は 
昨年ビッグ4に残り、特に*勝. 
で芝 X 大を苦しめた一戦は印象に 
残る。今季は関西四位だか、選手 
全員が非常に自信をつけており、 
上位校忆はイヤ处存在となろう。 


教大は深美と云う頭抜けたポィシ 
トゲッターがおり、.彼の当りを調 
子ずけてしまったら一発屋だけに 
関東六位と云う成績だけで評価す 
るのは危い。及川、豊島あたりが 
深美を助けると健斗が望める。中 
京大は東海学生の自他共に許す王 
者で今季は室内、春季選手権と二 
つの東海学生タィトルを得ており 
悔れぬ実力を持っている。昨年の 
東西対抗に選ばれた FB 森川 、 F 
W 羽上田らがその中心勢力だが、 
中央勢に対してどのような試合ぶ 
りを見せるか、今大会の一つの話 
題と云つてもよい0 
〇 i …その他では今季久々に一部 
返り咲きを遂げた法大(関東)に 
目を止めたい。ムラ気のあるのが. 
欠点だが宫野、寺村、吉村らの F 
W は走力もある。.守備陣が健斗す 
れば勝進みそうだ。名門慶大(関 
東)は守備陣は一流だが FW が話 
にならない。しかし徐々に立直り 
を見せているのでリ L グ戦時のよ 
うなことはない*たろう。関西の下 
位校では荘林、東出らの FW を持 
つ神大と府大がどこまでやるかが 
ミモノである。第一回大会の四位 
立命大(関西)はすっかり调落し 
てしまった。防大(関東)は得点 
力が非力で、斗志だけが空廻りと 
云った感じである。地方勢では東 
北学院大(東北)山口大(西日本) 
が一応の水準にあるようだが、そ 
う大きな望みはかけられない 0 


三谷全日本学連責任者(明大)の 話トップ'/1ンであると云う自覚を持って試合をして欲しいと思う。 
インタ—カレッヂも今年で第三回 


目をむかえ、回毎に参加校が增し 
て行くのは心強い。理想は全国の 
大学チームが全部集ってくれるこ 
となのだが、なかなか遠隔の大学 
は経費の面で難しい問題がある。 
そのために、当分の間は、東京、 
大阪交互にこの大会を開き、その 
うち地方学連にそのホームグラゥ 
ンドで主管し.てもらうようにす& 
のがよいと思う。今年は、昨年参 
加しなかった西日本大学ハンドボ 
—ル連盟の各校に是非出場しても 
らうよう、関西の学連から今、働 
きかけている。現在の予定では、 
三十内外のチ！ムが参加する目算 
>を立てているが、実力的にはやは 
り関東、関西両 y 丨グの春の上位 
校が強いと思う。しかし、地方の 
学連も最近非常に実力が上って来 
ており悔れない。地方勢のために 
第一回の時のようにダブル.モリミ 
ネーション(敗者復活制)採用の 
声も一部にあるらしいが、日程や 
グラゥンドの関係で残念ながら希 
望にそえない。地方チームが、上 
京を機に中央勢とオープソ戦をや 
って、互いの技術を研究し合った 
b - よいと思う。インタ^~カレッチ 
は学生界のナンバーヮンを決める 
と同時に、学生界全般のレペル向 
上と云う大きな目的を持っている 
のだし、参加諸校や加盟各学連が 
学生界は日本のハンドボール界の 


東京五輪の有力候補 

男子は中京—桜台の決戦か' 


高 


校 


〇……夏の全日本高校選手権(ィ 

ンター•ハイスクール)がまたや 
って来た。昨年、十周年記念大会 
を仙合で盛大に行い、今年は*次 
の十年"の新しい第一歩である。 
大会は七月三十一日から五日間、 
岡山県の倉敷市で行われる。岡山 
はハンドボールの盛んな地区の一 
づであり、特に高校女子界では幾 
つかの名門を生み日本で始めての 
女子チームは、戦前、ここに生れ 
た食敷高女であると云う由縁の土 
地でもある。 

0……さて、今年は、大体、昨年 
と同じスヶールの大会になるだろ 
う。ハンドボールに限らず高校の 
全日本選手権と云うのは、予想の 
難しいことでは最たるものであ 
り、まったく記者泣かせなのだ 
が、ご多聞にもれず、今年の大会 
もどんなチームが顔を揃え、どの. 
ょうな地区の代表が実力があるの 
か、開幕してみないと判らない。 
しかし、昨秋からの各地区の新人 
大会や、春の各大会を記録の上か 
ちざっと眺めてみると、大体、次 


頁の表のょうなチームが、出場有 
力校と云うことになるだろう。 

〇……昨年の大会に顔を出してい 
ない地区.は？にし、また、第一候 
補以下は実力の伯仲で何れがアヤ 
メ、カキッバタと云う地区は混戦 
としておいた。混戦地区は、ある 
意味では候補をも含めて混戦であ 
り、こうゆう地区の代表はもまれ 
ているだけに、本大会に出て来て 
もかなりやると云うのが過去に見 
られた多くの例が示している。 

〇……今、ほとんどの高校スポ— 
ッの全日本大会は各地区(県)別 
■の予選を経て、その代表にょる争 
覇と云う形式が採られているが、 
予選は一本勝負トーナメントであ 
る。 A 、 B と云う絶体有力の一ーチ 
—ムがあったと L . ても、 A 、 B が 
_勝で当り、案外、漁夫の利 
で C と云う文字通りの第三者が優 
勝をさらってしまうヶースが多 
い。それだけに、全日本高校の本 
大会の予想を出場校が決らぬ前か 
ら立てるのは容易ではないわけ 
だ。 

未知の魅力が特色 

〇…：_しか L 、 ハンドボールの場 
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福愛咼香山広岡兵大京奈和滋石富新長三岐愛静山千神東埼群栃茨福宮岩秋青北 
歌 奈. 海 

岡媛知川口島山庫阪都良山賀川山潟野重阜知岡梨葉川京玉馬木城島城宇田森道 


第11回全日本高校各地区代表を探る 


京都女子高 
豊中高 
県尼崎高 
岡山青陵高 
山陽女高 

徳山高 

? 

高岡高 
新居浜東 
明善高 

菊地農蚕高 
加治木高 


熊本市高(熊士 


下関幡生高 
高松一高 
高知中芸高 
今治 W - 高 
混 戦 

済々黌 
加治木高 


明星学園 
鎌倉学園 

塩山高 
清水商 


氷見高 
小松実業 
八幡商高 
那賀 k 
奈良育英高 


鐘児鉢 


i 


推薦|中京商(愛知、 


函館中部高 

盛岡一高 
宮城三女 

太田二高 

高崎女高 
熊谷女高 

商業高 
大津高 

静岡城北高 
名女学 
津実高 


有磯高 
小松高 
彥根西高 

奈良郡山高 


新居浜西 


函館中部高 


子. 

第二候補 


女 


第一候補 


函館東高 

和洋女子高 
岩手女高 
湧谷高 

福島女高 
水海道二高 
栃木女高 
高崎市女高 
熊谷商工 

桜水商 
平塚江甬高 

山梨高 
清水女商 

半田高 
大垣雨商 
四日市高 


第二候補 


合は、 この 危惧が案外少ない。と 
云うのは、普及. したとは 云え、地区 
によっては参加校が少 いところも 
あり、それに一県一校と云う代表 
制は出場校の顔触れを、 これまで 
の大会を参考にしながら抽出する 
とまず、 そう番狂はせな顔を候補 
に推す率が少なくなる。しかし、高 
校スポーッ界では"春弱くても全 
日本の予選では俄然強い"と云う 
チームがたいてい五つや六つはあ 
る。やはり、高校スポーッの予想 
は難しい と 云う こと r なるの yc ろ 
うか。反面、それがどこが勝つか判 
らない未知の魅力を生み出すので 
あり、高校ス.ポーッの大きな特色 
の一つであると云うことになろう 

〇……さて、今年の全日本高校選 
手権は、これまでの大会より、更 
に重大な意義を持っている。それ 
は、一九六四年のオリンピック東 
京大会でハンドボールが実施種目 
に採り上げられた場合、その日本 
代表選手は、この、今年あたりの 
高校優秀選手がその有力候補に推 
されるだろうと云うことである。 
オリンピック 東京大会までには、 
あと丁度四年ある。その時に大学 
の高学年、あるいは大学をその春 
出たぐらいの年代が体力的にも、 
技術的にも、最ものびざかりであ 
り、おそらく、世界スポ~ツ界の 
推移を考えても、その頃は"ベテ 
ランの 巧技" などと 云うのは第一 
線には通用しなくなるのではない 


か。来日したルーマニアの工一 
ス、 ブルガルは二十五才、国際試 
_合に二十六回も出場した経験を持 
つ、いわゆる"ベテラン"だが、 
彼は「私がルーマ-1アのナショナ 
ルチームのポィントを何時までも 
背負って立っていてはルーマニア 
は決して強くならない。次々に若 
い優秀な選手が出て来てこそ、始 
めてハンドボール層が厚いと云ぅ 
ことが出来る。自分では何時まで 
もやりたいし、やっていける自信 
は正直に云って充分あるが、本当 
はそれではいけないのではない 
か」とある時語っていたが、おそ 
らく、一九六四年のオリンピック 
東京大会はハンドボールに限ら 
ず、若い力が非常な抬頭を示し、 
若さが月桂冠への最善に L て最短 
の道になることだろぅと思われる 
〇……大分、話が横道にそれてし 
まったが、そぅ L た意味で、.全日 
本高校選手権に期待する所はまこ 
とに多大でありまた楽しみでもあ 
る。幸いにして一昨年あたりか 
ら、高校ハンドボ—ル界、特に男 
子部門は急速な進境を示し、こと 
に昨年は、斯界で最も充実した 
内容のゲームが続いたのは高校男 
子界と云われたくらいであった。 
今年はどんなチームが、どのょう 
なプレーを見せるか、大会への興 
味は深：^。 - 
〇……それでは、最後に男、女両 
部門の A クラス校.と云われるチー 


ムを数えあげてみよう。男子では 
二連覇を狙う中京商(愛知、推薦) 
が今年も強そうだ。この中京商を 
巡って清水商(静岡)寝屋川高(大 
阪)盈進商(広島)熊本商(熊本) 
鎌倉学園(神奈川)と云った名門 
校が相変らず力強さを示すことに 
なろう。また新居浜エ(愛媛)小 
松実高(石川)函館エ(北海道) 
明石高あるいは兵庫エの兵庫勢も 
評判が高い。それに、かっての無 
敵チーム桜4口高(愛知)が登場す 
ることも問違いない。この名門は 
近年、中京商の抬頭にややかくれ 
勝だが、関係者は、愛知予選での 
中京—桜合戦を"予選の全国決勝 
戦"と呼んでいるくらいであり、今 
年は中京商の推薦出場が確定して 
おり、久々に両強豪揃っての出場 
である。なお、ダークホースとし 
ては足利(栃木)洛星(京都)那 
賀(和歌山)塩山(山梨)それに 
伝統の福岡勢と云う定評である。 

油断ならない熊本(女子) 

〇……一方、女子は男子以上の混 
戦である。熊$商(熊本)の二 
連親を巡ると云う点- C - は、男子の 
中京商と同ヶースだが半田(愛知) 
湧谷(宮城)京都女高(京都)豊 
中(大阪)明善(福岡)と云った 
ところの実力はかなり高く、熊本 
と L ても油断はならない。問題は 
ライバル愛知、近畿勢の実力がど 
の程度かと云うところにある。 


男 

第一候補 







第 I 2 回全日本総合選手権の話題を拾う 


.今年の全日本総合選手権は来る8月10日 I から14日までの5日間秋田_ 
. 県下で行われる。全日本総合選手権の話題を幾つか拾ってみよう_ 


山 茂 

CN H K 運動部） 


"全日本の歴史" 

ハンドボールの全日本選手権が 
始めて争われたのは昭和十二年十 
一月十一日、明治神宮大会の一部 
としてハンドボール競技が行われ 
たのを全日本選手権としたのが第 
一回で、日体、大塚クラブ、青山 
師範、慶大の四チームがトーナメ 
ントを行い、決勝で大塚クラブが 
6―4で日体を破って初の優勝者 
となった。戦前の全日本は引き続 
き昭和十三年(優勝日体)昭和十 
五年(日体)昭和十七年(日体ク 
ラブ)の四回行はれ、一方女子は 
昭和十五年(優勝倉敷高女).昭和 
十七年(同)の二回行われた。戦 
争で中断されたこの大会は昭和二 
十五年一月まで復活を見ず、戦後 
の全国的な大会ば国体が昭和二十 
一年から行われていたにすぎなか 
ったが、各地の整備が旧に復し亡 
昭和二十五年に全日本選手権はそ 
の名を全日本総合選手権と改めて 
一宮市の九品寺ハ.ンドボール場で 
再開された。記者の記憶に誤りが 
なければ参加チームは男子十五、 
女子三であった。戦後の全日本の 
大きな特長は全日本総合選手権の 
名の通り協会に登録しているチー 
ムなら高校、大学、クラブ、実業 
団なんであろうと予選な L で自由 
に参加出来るそのオープソ制度に 
あった？こうした制度の是非はと 
.もかく、当時、競技人:' P の増大と、 


競技©普及を狙った協会としては 
適宜な対策であったのである。そ. 
の後は御承知の通り回を追う毎に 
参加チームも増し、内容的にも充 
実の一途を迪っているのは喜ばし 
い。男子が比較的順調に この 大会 
が発展して行ったのに引かえ、女 
子は始めから参加チームが少なく 
第一回三、第二回一一、第三回三と 
低調な大会が続いたあと、遂に昭 
昭二十七年十一一月の第四回大会は 
参加チームがなく女子の部だけは 
行われないと 云う ことがあった。 
しかし翌年の第五回大会には七チ 
丨ムが参加乙、_その後は五チーム 
を下廻るコトもなく、昨年の第十 
一回大会では十六チームの参加を 
見るまでに成長した。 

過去の優勝者 

昭和二十五年一月に第一回が開 
かれて これまで 十一回優勝者が出 
ているわけだが、別表を見ても判 
る通り男子では圧倒的に日体系チ 
丨ムが多い。日体系以外のチーム 
の優勝は第四回のセント。ホ—ルク 
ラブ A と、昨年の芝浦工大の三チ 
丨ム L かなく、その他の九回は全 
部日体系チームである。いかに日 
体がハンドボール界に根強い地力 
を持っているかが判ろうと云うも 
のである。このうち、純然たる学 
生チームが覇者となった例は昨年 
の芝浦工大だけで、昨年の芝浦 X 
大の実力の高さが推されよう。女 


子では断然第九回から三連覇を続 
けている愛知紡績の偉業が光る。 
第七回の水海道二高第八回の半田 
高は共に高校の現役チームだが面 
白い ことに その年年の全日$商校 
(女子)選手権には両チームとも 
姿を見せていない。つまり、高校 
選手権ではそれぞれ県予選で敗れ 
てしまったチームが全日本総合の 
優勝者となったわけである。 

最近の特長の一つ 

として、' 全日本総合を開くと、 
その地区のハンドボ—ルへの関心 
と普及度が急上昇すると云ぅ事実 
である。第九回の氷見(富山〕大 
会、昨年の水俣(熊本)大会など 
は、中でも刮目すべき普及を遂げ 
ている。東北地区では従来、昭和 
27年に福島で国体が、昨年は仙台 
(宮城)で全日本高校選手権が行 
われているだけで、全日本総合選 
手権の開催はもち論今回が最初で 
ある。それだけに東北ハンドボ— 
ル界のこの大会に寄せる期待は大 
きく、特に主管の秋田県協会は、 
これを機に一躍、ハンドボール界 
のトップ'/1ソに成長すべく意欲 
的なところを見せており、四月に 
は審判講習会、技術講習会の県下 
の有カチームを集めて行っている 
ほどである。秋田はボールゲーム 
の盛んな土地*たけに新興スポーッ 
としてのハンドボールが急速な普 
及と発展を遂げるのに条件はよ 


い。今年の全日本、来年の国体と 
中央のレベルに触れる絶好の機会 
だけに成功が期待される。 

芝工大の二連覇は？ 

優勝争いの一つの興味は、男子 
で芝浦工大が昨夏に続いて11連覇 
を遂げることが出来るかと云う点 
だ。結論から先に云5なら今春の 
関東学生リーグを見た感じでは難 
しい。第一.の原因は昨年優勝した 
■ メンバーから一挙に六人を卒業で 
失っていることだ。この穴が完全 
に埋っていないのは痛い。「王座 
はとるより、守る方が難しい」とよ 
く云われるが、まさにその通りで 
あり、去年のように現役だけの力 
で、全日本の王座に居座ることは 
出来ないであろう。芝浦勢がその 
傘下に優勝杯を維持するには、や 
はり若手 OB の援軍が必要だ。全 
芝工大なら優勝出来るが芝工大で 
は優勝出来ないと明言してもよ 
い。しかし全芝工大で出場すると 
なると、当然'ゾード資格はなくな 
る。(昨年の芝工大と同ーメンバ 
—であっても、その性質(編成) 
は全く違うのであり、シ I ドの配 
慮は無用である)そうなると緒戦 
から強チ ' —ムと 当ること r . なり、 
苦しいスヶジユールになる覚悟が 
要よう。芝工大か、全芝工大か、 
芝浦関係者にとっても頭の痛いチ 
1ム編成であり、微妙である。 
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全日本総合選手権大会 
I . これまでの優勝者 


: 


【男子】 


【女子】 

I 第1回 

日 

体 

桜 

東京第 i 師ク i 

1第2回 

ス 

V 

p — 

松 

才••"ル 山梨 j 

第3回 

スワロ 

ークラブ 

芙蓉クラブ i 

!第4回 

セントポール A 

中 止 i 

1第5回 

全 

日 

体 

大 

全静岡城北高 i 

!第6回 

全 

日 

体 

大 

全静岡城北高 i 

1第7回 

西日本日体 0 B 

北海道二高 i 

{ 第8回 

全 

日 

体 

大 

半田高1 

第9回 

全 

日 

体 

大 

愛知紡績| 

第10回 

全 

日 

体 

大 

愛知紡績！ 

1 第11回 

芝 

浦 

X 

大 

愛_知紛績 


男子の優勝候補 

ルーマ-ーアと対戦した十チ—''ム 
のうち、全関学と全愛知を除いて 
は殆どが出場を確定している。全 
愛知もその母体となった桜丘会の 
連中が登場することになれば、実 
質的にはそう変りはない。そうな 
れば国際試合に登場したチ I ムの 
何れもが優勝圏内にある有カチー 
ムと云うことが出来よう。特に全 
日体犬は最右翼である。この他 
に全国の有カチームを探れば全明 
大、山 P クラブ、豊陵会(大阪) 
大崎電気(東京)辺りであろう。 
このうち西日本勢は大会地が遠隔 
だけに出場か否かははっきりしな 
い。現役チ—ムも今春の関東学生 


!)■— グでは三位になっ>ており面白 
い存在となろぅ。大崎電気は本誌 
先号にも紹介されていた通り、手 
強いチ—ムである。選手が額面通 
り働けばダークホースである。 

大崎電気と桜丘会 

この大崎電気は昨年無敵を誇っ 
た芝浦工大の宮原(藤)以下と、 
日体大のエースだった竹野らで今 
春チームを編成したばかりだがそ 
の戦力はズバ抜けておりあるいは 
優勝さえ狙えょぅ。大崎を実業団、 
芝工大を学生の代表とするならク 
ラブ界の代表は桜丘会(愛知)で 
ある。桜丘会は云わずと知れた高 
校界の名門桜合高の〇 B クラブで 
メンバーは全日本の代表的選手ば 


かりでその実力は大豪の名にふさ 
わしい。 ルーマニア 戦で活躍した 

清水、堀、宇津野、杳藤らの守 
陣、牧野、浅野、高村らの攻撃力は 
特級品で、ィレヴ.ンの鼻息は荒い。 

女子では 

愛知紡績の四連覇が成るかが最 
大の話題となろう。愛知紡績は同 
じ七人制であり乍ら室内選手権で 
の優勝は過去に一回もないが、こ 
の全日本総合選手権となると、め 
っぽう強い。第九回大会に初出場 
して初優勝したあと、連続三年、 
この大会では負けを知らない。も 
う少し詳しく云うなら大会通算10 
戦10勝、総得点一一二、総失点四 
一と云う圧倒的な数字を示 L てお 
り、一点差の試合は昨年の決勝 
戦、对熊本クラブの8対7一 試合 
で、あとは殆どダブルスコア、な 
いしはトリプルスコアと云う無敵 

ぶりである。今、全国に愛知妨績 
と互角の実力を持つチームを探す 
となると、今春の室内選手権決勝 
で顔を合せた熊本クラブをおいて 
他には一寸なさそうだ。その熊本 
クラブがこの大会に参加するかど 
うかは、その道程の遠さを考える 
と一寸難しい。となると愛知妨績 
のまたまた独走なるかと云う見方 
が強くなるのだが、しか乙涌谷高 
クラブ C 宮城)の日体大女子、才 
丨ル琦玉と云った昨年の東京国体 
の上位チ—ムが顔を見せ、打倒愛 


知紐績に秘策をねってぶっかるよ 
うだと、その四連覇は.必しも楽 
観を許せなくなる。また、'女子は 
高校の現役チー■ムに、思わぬ強チ 
丨ムが登場して来る例がしばしば 
あり、参加チームが昨年同よう十 
を越すようだと波乱が起きる期待 
は充分である。大阪、静岡、東北 
関係の名門チームがこぞってこの 
大会に出て来れば俄然面白い試合 
の連続となろう。 

東北チ—ムの活躍は？ 

前にも述べたように最近の東北 
ハンドボ—ル界の充実ぶりは目を 
見はらされ、特にその中心である 
宮城県は、ル—マニアとの国際試 
合、更には昨年の国体で皇后杯一 
位、天皇杯四位とな- P た実績で自 
信を高めており、この大会でも男 
子の全宮城、女子の浦谷チームの 
活躍は注目してよいものがあり東 
北学院大の実力も侮れない。その 
他では岩手の白亜クラブ' 福鳥の 
福島クラブ、安癀クラブ、青森の 
青森クラブと云った一般男子の試 
合ぶりが東北のレベルを知る上に 
も見逃せない。地元の秋田は一般 
男子の湯沢クラブ、一般女子の才 
1ル秋田あたりがどこまで中央勢 
に食下るかが期待の的だが、むし 
ろ、この大会を終ったあとの飛躍 
と成長の方が大きい問題- C - あろ 
う。高校女子の和洋女子高は昨年 
の全日本高校では二回戦! C 進み古 


豪那賀高(和歌|14-)とょぃ試合を 
しており、その成長ぶりが楽しみ 


"全日本"への希望 

第 I 回当初はその才—プン制度 
に特色のあったこの大会も、真の 
発展と充実を心がけるならば、そ 
ろそろ地区代表制度を布いて出場 
チームを限定してもよい時機が来 
ているように思える。過去十一 
回、その開催地の内訳けは東京 
二、東海二、関東一、甲信越三、 
.近畿一、中国一、九州一で、今回 
の東北を加えれば、残る地区は四 
国、北海道だけで、この両地区も 
四国では全日本高校、北海道では 
国体、国際試合の開催経験があ 
り、一応「全国的な大会の開催に 
よる競技の普及」と云う面は成し 
遂げられたと見てよい。そうなれ 
ば、大会の権威からも地区別に予 
選を行って代表を決めると云う、 
他競技界が布いて V ' る制度に近づ 
くのが本道ではないだろうか。地 
区予選以外にも学連上位チ—ムの 
推薦制度、地元チームの優先出場 
などを加えれば、真の全日本を争 
うに足る強豪チームが一堂に ィャ 
でも競そうし、充実した試合が連 
続するだろう。男子部門•たけでも 
予選代表制を具体化するよう提案 
したい。また、この大会には不思 
議と関西学生諸校が姿を見せない 
のは何故か。 
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一関東学生春季リ—グ総評 


昭和三十五一 Jl - w 関東学生ハンド 
ボール春季リーグ戦は五月八日駒 
沢.ハンドボール競技場にて、その， 
幕を開けた。各校共今春多くの有 
能なプレイヤーを卒業させた後だ 


けに、その穴をどの様に補充しそ 
してどんなプレーを展開するかの 
興味と、昨年日本における四大選 
手権を独占 L 無敗の記録街道を歩 
み続ける芝浦工大が今春大量の卒 


業生を出し * 後どの様なチームプ 
レーが見られるか、又この芝浦 H 
大を食うのはどこかの期待と注目 
を浴びるリーグ戦となった。開幕 
前の下馬評では卒業生の最も少な 
くそして比較的陣容に影響の少な 
い昨年度秋季リーグ第二位(同率) 
の中央大と早大あたりが優勝を奪 
うのでないかと云う声も 
聞かれたが、いざ幕をあ 
くけてみるとこの両校は余 
§り進歩の後が見受けられ 
上ずむしろ陣容に余り変動 
_がない故か、少々意欲的 
g プレーが少なかった様に 
_思はれる。それに比べ日 
K 体大の奮起は めざましく 

• B 昨年と比べ劣らずとも 
大優ったチームとな.〇て居 
Bfr り、それに春季リーグは 

，強いと云はれるジンクス 
- h をもつ明治大、そして y 
ューグ連覇をほこる芝浦 H 

• -> 大、昨年見せた様な好プ 
プレ ー は見られなく内容は 
+ V やや落ちた感が L たがや 
ジはり強く、日程も消化さ 
illro れるにつれこの三者三色 
埴の激しい争いとなった、 
FW 結局最終日無肽同志の芝 
*: • 浦工大—日体大の決勝と 
X *なり全力を傾注しフ アィ 
芝卜に燃えた日体大がある 

いはと云う場面もあり、 
よく 追い タイム アップ寸 


前迄その行方がわからぬと云うエ 
キサィトゲームであったが、わず 
かに勝負に対する最後の気力の差 
で、芝浦工大の優勝する所とな 
り、ここに芝浦工大六シーズン連 
覇する所となった。 

.二部では法政大、立教大共今度 
こそ一部への念願を果すべく両者 
相争ったが、昨年ょりほとんどメ 
ソバーの変更のない法政大が優勝 
一部最下位の防衛犬と入替戦の末 
幾シーズンぶりかで一部へ昇格し 
た0 

優勝の芝浦工大は昨年見せた様 
なするどいスピードと パスワ ー ク 
は見られず、粗雑だと思はれるプ 
レーがありせっかくのチャンスを 
ものに出来ない場合が各所にあっ 
た。まだまだ練習量の不足が目立 
ちこれからのチーム.の様に見受け 
られた。日体大は昨年の様なとり 
こぼしもなくチーム全体が意欲的 
な内容に移り変り、呼吸のあった 
チームヮ ークは 今後の日体大に大 
きく期待出来そうだ。明治大は今 
春季リ彳グも好調で三年生以下で 
しめたメンバーも今後に楽しみを 
もたせるが、只三年生以下でしめ 
る故以か、伝統のネバリの明治と 
云う姿が一寸見れなかった様な気 
がする、その姿あってこそ明治の 
強さがあるのでなかろうか。今季 
•の中央犬にはもっと沢山の期待を 
寄せたがどこか 一 f がぬけた様 
な単調なプ が多かった。大脇 


を中心としたホワ_„ドにもまだま 
だ努力次第で新しい分野が残って ■ 
居る気がするし、バックスの好守 
備と共に一度奮起すればすばらし 
いチームに なると 思う、この中央 
大と共に期待したのが早大で、恵 
谷一人に依存する事なく長身の長 
沢や吉田の様な好プレィヤーを揃 
えて居るのだからそれ等と共にチ 
1ム全体が覇気に燃えれば、開幕 
前の下馬評通りの事が成せるので 
なかろうか。強肩深美、及川をも 
つ教育大は今季上位校を大部悩ま 
せる存在であったが、 もう 一歩の 
努力とこの二人を充分に使いこな 
せる允けのコンビが出来上り、バ 
ックス として、 もう 少しの所での 
失点を考え併れば強咸なチームと 
なろう。 

雨中戦であったとは云え芝浦エ 
大を一点差に追いつめた慶応大の 
健闘はたたえてよい。しかしそれ 
以後あの面影が消えたのはいかな 
る事か惜しまれる。只相手バック 
スの真中へだけの集中攻撃で木本 
一人&強肩に頼っていてはならな 
いと思う。昨秋シーズンに立教大 
を破り一部へ昇格した防衛大は予 
想以上に健闘し、よく頑張った。 
開幕以来点数こそ離されたが、ス 
ピ I ドの点、そして動きについて 
も石母田、小川を中心によかった 
が、シュートカに欠け、特に法政 
大との入替戦にそれが目立ったの 
は惜しまれる。再び二部へ逆戻り 
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関東学生ハンドボール • リーグ戦技術評 


I* *•« W" ノ W" «■**•■■■ C C _ 


>左野 和夫一〜 


今年はルーす - i 嵝も大切な要素はスピ.-卜にあ o ' を' o ' かれる場合、か多かった。低い防禦は、技術 g な防禦法を研究すと.なったが気力のある防衛大〇 
ァチームとの国際ることは衆知の通りで、それはパシユ—卜(ワンバゥンド)に対しる必要がある。特にフットワーク事、今後に期待したい。二部では 
試合のため例年よスワークと走力が必要になってくても弱いのではないか。 を生かし防！！の連けいプレーを行開幕前の予想通り法政大、立教大 
り早く実施されたる。この意味でまだまだ走りたり.二部の各校については以上の諸うことに心掛けるべきである。中の決戦となったが法政大のネバリ 
がそのため各大学ない感がある。玫撃についてみれ点が一層弱く、特に走ることは一大の防禦も同様である。攻撃は相勝ちと云えよう。人替戦において 
とも調整が悪く前ば相手の防禦陣の前までは一応走部と、相当の差がある。もっと走当スピードがあり個人プレーをよもタイムァップ十秒前逆転するあ 
半は凡プレ！が目るが、防禦陣に入ってからの動きり、しかもボールを扱う基本技術く生かして動いているが攻撃範囲たりにもそれがうかがえた。一度 
立っていた。後半が止まってしまうと云ったヶースの練習が要求される。 が狭いことと、作戦、攻撃のぺ一一部へ昇格した以上、二部時代の 
.に至り除々にチ— 、か多い。そして、ここから各チー 以上述べた中でさすがに芝工大スなどが、これからの問題である様な舞合はまずないと云う事を肝 
ムカも向上し、閉ムの主力選手の個人プレ！によっ日体大はよく走り、技術的にも現敎大、慶大共によきリードマン不に銘じ秋季リーグに健闕して欲し 
幕近くは夫々各大てドリブルプレーが多くなってし在ではトップ V 、ヘルである。ただ足であり、特定の個人のみでなく 法政大に破れたが選手自体に 
学の特徴を生かしまうのである。このため混戦からゴール前の動きが時々ゴールに平全員が生きてくる動きを考えるこまだ若さを感ぜられる立教大はこ 
たプレーも多く見投げるシュート技術は向上してて行になることがあること、雨天のとと競技中走り通せる脚力、確実れからのチームの様だ。住年の立 
られるようになっるが逆に ノー マーク•シュートや際の条件を考慮してプ1/1するこなパスワ I ク専問的な技術の練習教大となる日を待ちたい。それ以 
た。 ロングシュートが雑になっていとに研究の余地がある。日体大はが必要である。防大は二部に落ち外に二部では学芸大の進歩が注目 
毎年そうだが、る。シュートのスピードや力は年芝工大と同等の走力をもっているたが法大よりスピード.では勝れてをひいたが只取りこぼしのないス 
#丈、昨年活躍し 々強くなっているが、キーパーにが。 C ス.のコースが正直すぎる。そいた。しかし、‘コール前での動きタミナのあるチームになる事が必 
た選手、リ—ドマ対してのフェントシュートなどのして攻撃がゴ—ルエリヤの中央にが全く悪く、殆んど個人プレーで要だ。東大は西に京都大のある事 
ンが卒業したりしシュート技術が不足している。防集中する。日体大特有のスピードあった。法大も同様であり、むしを忘れてはならない。順天堂大、 
てどうしても秋季禦については、最も基礎であるフを生かして相手の防禦の動きや隊ろ立大の方がォーブン攻撃では勝茨城大、武蔵工大、千葉大にはも 
に比べて、あらゆットワーク(フォワードのスピー型をよくみて適応性のある攻撃をれていた。シユートについてはどっと熱意と努力を注文したい。全 
る点で迫力に欠けドある動きに対応できるバックのし、或は攻撃のぺースを考えるなのチームも未熟である。なお一層般にまだまだ新編成のチ—ムカし 
ている。しかしハ脚力)が忘れられ手段を選ばないどこれからの問題点だろう。防！！〇,走力をつけ、ゴール前での動きかみられず、もっと積極的に研究 
ンドボールシーズ.で、ただ防げばよいと云ったプレ陣は身長のハンディはあるがよく を早め、走力をシュートに生かすと鍊磨をせねば学連そのもののレ 
ンはまだこれから一が見られることもあり残念であ動き、キーパーもよい。明大は.昨工夫をすべきだ。 ペルが上らぬと云う事を念頭にお 
であることをよく っ■た。このためゴール前での反則年に比べてフォワ I ド全員がよく もう一度顧みると、各校とも、いて欲しいし、又基礎技術の点が 
考えて、春は研究が多くなり、反則の質も自然に起ボ I ルをキープし或はよく動き得リターンパスと個人のフ * ントに欠けるのかそれを上まわる技術に 
的に、思い切ったきたのでなく、故意と思われるよ点もあげていたが、ゴール前での頼ることが多い。攻撃が、真中に欠けるのか、ファイトあるプレ彳 
プレーをやれば変うな乱暴なプレ I もあった。バッ動きが小さく、ドリブルが多い防集中しすぎるため攻擊範囲を狹くと、乱暴なプレーと混同されて居 
った意味で面白味クのコンビネーションプレーも悪禦陣は早いリタ IV パス攻撃に時している。防禦は反則が多い。こる様な場面もあった様に思える。 
もでてくるだろうく、特にリターンパスプレィに対々ノーマークを作っていた。早大れは技術の未熟さを反則で補って審判技術と共に併せてこの点もよ 
技術的な面ではする研究が不足である。防■の最の攻撃は常に雑である、体力的にいると見られても仕方ない。各自く研究して、来るべき大会や秋季 
全般的に、まだパ後の線であるゴールキーパーにつは他校にすぐれているのであるかの脚力を生かし、連けい動作の研リーグにはもっと内容の充実した 
スプレ—が少い、いて見ると、.防禦陣との連けいが A 更に攻撃範囲を広くし、今一歩究をして欲しいものである。 試合が展開される事を期待したい 
ハン.ドボール競技悪く、このため動きが早すぎて逆早い動きの研究が不足している。 関東学連理事長 中沢重夫 
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プラス 

関 学、 遅攻十速攻の強み 


関 西 


関西はやはり関学がその攻、守 
に地力の強さをはっきり表はし 
て、東の芝浦工大同様六連覇を飾 
るとともに、二十三回目の優勝を 
記録した。八校中、唯一の百点合 
の得点を記したのでも判る通り、 
その FW 力の強さが六連覇の原動 
力であった。それと同時に勝利へ 
の自信の強さは八校中ずば抜けた 
ものがあり、特に関大戦で前半 y 
1ドを許し、後半も殆ど試合の主 
導権を握られ乍ら逆転勝した例な 
ど、もつともょくその特長が見ら 
れた試合であった。従来、関西の 
攻撃と云ぅと遅攻がすぐ思い出さ 
れたが、関学は、一昨年あたりか 
らその カラを 破って速攻のぺース 
を身につけ始めていた。その成果 
が、一応今春の yl ダ戦で発揮さ 
れたと見てょいだろぅ。遅攻を常 
用していたのでは本格的速攻チー 
ムに勝てないと云つたらば極言か 
もしれないが、ルー マ-ー アチー ム 
の 遅攻を見ても、それは速攻の基 
礎の上に立った遅攻であり、遅攻 
の成功は速攻の消化があって始め 
て実を結ぶと云うことが判る。し 


かし関学の連攻と云うのは、身に 
ついたものであり、かって東西学 
生王座に六連覇を遂げた輝ける実 
績を残しているだけに、関学が関 
東派の速攻を マスタ— したならば' 
学生界では唯一の速、遅攻を使い 
わける チー ムに成長するだろう。 
関学がこうした〃転換"を試みる 
のは、打倒芝浦工大の並々ならぬ 
斗志の表はれと見るのはうがちす 
ぎる だろうか。かって学生界の王 
座に永く君臨した関学が過去二回 
の全日本学生選手権に覇を唱える 
機を失しているだけに、今年あた 
り、 どうしても、その タィトルを 
掌中にしたい、それには常勝芝浦 
工大を破ってこそ、始めてその道 
が開ける。斗将で鳴らした渡辺.一 
已氏を監督に迎えた今シーズンの 
関学の活躍ぶりは注目してよいも 
のがある。この関学の中心となつ 
たのは FW ではエース日向、バッ 
クスで富 川、山淵、藤原(なお先 
号、関西学生 yl グ展望で，山淵、 
湧永の FB としたのは山淵、藤原 
の誤りにつきお詫びして訂正しま 
す)0仄小河と云った面々でぁる。 
このうち CF 日向は、おそらくサ 
ウスポーとして全日本でも右に出 
る者が いないめではないかと思は 


れるぐらいその走力、シユートカ 
は鮮かである。.一六五糎と云う上 
背のなさが惜しいが、その巧技は 
それを補って余りある。 パックス 
も定評ある富川らが額面通りの活 
躍を示したので無難だった。二位 
となった関大は、関学を今一歩-に 
追い込み乍ら、またしても優勝の 
チャンスを逸した。失点では関学 
の五十五に次ぐ五十六と健斗を示 
し、得点力も一試合平均一四点弱 
で悪くない。 

関大へ課せられた 

試合の展開力 

関大に残された最大の課題は試 
合の展開力ではないだろうか。個 
々ではやはり高村のプレーが光つ 
ていたし、 バック X の活躍 も目立 
つた。期待された同大は春のトー 
ナメントに 優滕し、自信満々.の布 
陣だったが、関大に一敗して気落 
ちしたか、関学戦は不出来だっ 
た。対関大戦は関大の気力に神さ 
れた感じで、優勝への斗志盛んだ 
っただけに同大にしては不覚であ 
った。総得点九十二、総失点八十 
三の数字は勝った試合も楽勝ばか 
りでなかったことを示す。秋での 
立直りが待たれょう。この三校に 
比べて他の五校は相変らず力不足 
で、僅かに京大が若手の優秀選手 
がよく働いて四位に入った試合ぶ 
りが目についたが、三強にはやは 
り攻守に一日の長を認めないわけ 


■にはいかなかった。 B クラス四校 
の中では立命大が二季続けてテー 
ルエンドになった低調が余りにも 
淋しい。七試合で四十七点と云う 
得点力がおそまつすぎる。人替戦 
で阪大を辛うじて降して一部に留 
ることが出来たものの、一部各校 
からは完全に取残された形であ 
る。その他三校は、帯に短かし、 
タスキに長しと云った評言がピッ 
タリで共に二滕五敗で五位に並ん 
だ。£:の中では神大の得点力が僅 
かに目立ち、関大に二点差、同大 
に一点差の食下りぶりは認めてよ 
い。府大も緒戦で同大に好滕負を 
挑んで注目されたが、その後はや 
はり力不足が表はれ、以後はあま 
り振はなかった。甲南大は久々の 
一部で張切.ったプレ—を見せてい 
たのは、このチ—ムのために喜ば 
しいこと*たが、得点力がなく神大 
を破った善斗を含んで二勝に留っ 
た。結局"一部ではビッグ、スリ 
丨とそれに京大を加えた A クラス 
四校と下位校のレべルの差が歴然 
としすぎ、試合と L ての興味は、 
三校の角遂による終盤戦だけに L 
ぼられて L まった。関西学生 yl 
ダの発展は、これら B クラス校の 
充実と奮起いかんにかかってお 
り、いつまでもこのような状態が 
続いているようだと、関東リーグ 
と.正面から対抗出来るチームはま 
すます少くなつてしまうだろう。 
閽東、' M 西のよい意味での対杭意 


識か盛上ってこて：子王虾？！：讽 
望め、強いては日本のハンドボー 
ル界に活気を与えることになるわ 
けでその意味で、関西リーグが、 
関学の独走をただあれよ、あれよ 
と見送り、六連覇を許し、そのリ 
—グ史の九割近くのシーズンの優 
勝を関学にさらわれていると云ぅ 
のでは、あまりにも他校が不甲斐 
なぃ。 

しかし、 見方を変えれば、王座 
は奪るより守る方が難しいと云は 
れる難事を成し続ける関学の毎ジ 
—ズン平均した実力の高さを大き 
く評価しなければ&-らないのかも 
知れない。なお、二部では、阪大 
が一位となったが、人替戦で破れ 
て一部人りの宿望を果せずに終っ 
た。その他では桃山学院大が着実 
な進境を見せて二位になった試合 
ぶりが目につく。 

ハンドポ—ル豆辞典…..: 

••••• 日本で初めてハンドボ—ル： 

■ j がラジオを通じて全国に実況 I 
;されたのは昭和29年1月15日； 
叫西宮で IT はれた第七回東西学一 
j 生選抜対抗 ( NHK 稷本アナ； 
j 担当、解説馬場太郎氏)の時一 
一で、なおこれ以前に、昭和 27 一 
j 年10 月19 日福島国体の天覧試 j 
r 口と 28年10月23 日 愛媛国体で一 
j それぞれ録音実況として何れ| 

;も NHK から放送された記鏹一 
•"• かある。 I 
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①芝工大 X 0000000 
⑧日体大 # X 〇〇〇〇〇〇 
® 明大籲 # X 〇〇〇〇〇 
④中大〇〇〇〇 

⑥ 早大 ___# x 〇〇〇 
⑧教大善®❹•⑩ x 〇〇 

⑦ 慶大•⑩ •_ •籲><〇 

⑧ 防衛大•拳•籲- . 

2部順位①法大7勝⑧立大6勝1整⑧学 f 大 

5勝2敗④東大4勝3敗⑤順天堂大3勝4 
敗⑧茨城大2勝5敗⑦武蔵工大1勝6敗千 
葉大7敗 


関東学生春季リーグー部勝敗表 

芝日明中早教慶防勝敗総得点総、失点' 


7 0161 


61 
5 2 
4 3 
3 4 
2 5 
16 
0 7 


89 

81 

83 

72 

81 

48 

40 


53 

56 

81 

83 

81 

88 

67 

88 



踢 f 727867 
敗#1997 LO 5 sc 

sol 2355, 
部敗 

一勝765422っ 

- y 立〇〇〇〇〇〇 C 
J -神〇〇〇〇籲〇 
EU 甲〇〇〇〇〇 C 
季府〇〇〇〇 •( 
春京〇〇〇 S 
生同〇〇•❹參逢 

«ss 

配学 ••• •❶癱 

g 学大大大狀 


防衛大 


早 ^ 

軤中大荇： 
1 KS 日体大 1284 U 


エ▽第五日 (5 月22日) 

战 S 犬14(8 6 M 34 V 防衛大 
| 日体. K16 (79 M 4 59中大 
藤芝 H 大19(1271 16 17早大 
g 敎大 n (83 N 358 肢大 
写▽第六日 (5 月 28 日) 


慶 大日体大 il 


“9早 


芝 X 大 20 U 1 M 551 T 中 


大 

大 


教大明大 r 5.( 78M5 6 )11慶大 
教 s (79 M 4 59防衛大 


▽第七日 (5 月 28 日) 

慶 大 s (7 1 M 1 23防衛大 
明 * X 112 M 4 7)11教大 
中犬 1477 M 4812 早大 


法大 
立大 
東大 
順天堂大 
▽第六日 
茨城大 
法■大 
立大 
学芸大 
▽第七日 
武蔵工大 
学芸大 
東大 


27—7 茨城大 
28113 学芸大. 
16 13 武蒇工大 
12—5 千葉大 

16113 千葉大 
1315 順天堂大 
211 7東 大 
1715 武蔵工大 

1119 千葉大 
1319 茨城大 
714天順堂大 


▽第四日 (5 月29日) 

同 大16(115||516立命大 
京大反 5-10 M 5 49大府大 


関大 18P 
関学 il 


1013) 


一5甲南大 
神大 


既報以後の成績 


▽第四日 (5 月21日) 
芝工大 X 99 II 13)' 


明大 


芝工大(東)関学®)六連覇 

=東西学生春季リーグ終る= 
秀れた FW 力で他校を圧倒 


芝ヱ大13 49 1 73 }10日体大 


交代 UF W 越前、， 
〇田松田栄川井義上林山上 
^ 保木田木 
fa 福石久青宇蓮青河小栗井 
KB B へ WI 主審) 
G F HF 岡$ 


32 
2 3 

TT 

SF 

〇1 
4 3 


〇本藤上倉 P 井藤村田山川 
[2:福尾村勝田武佐北山金塩 

▽二部第四日 

学芸大13|9千葉大 
法 大 17110 東大 
立 大 21 17 順天堂大 
茨城大15|5武蔵エ大 

▽第五日 


法大14(86||63丫立大 
▽一•二部入替戦 (5 月 30 日) 

法 大 1 6 15 0 防衛大 
(二部)1，5 —5 jl (一部) 

この結果法大が一部に昇格。なお 
法大は昭和三十一年春以来八シー 
ズンぶりの復帰である。 

▽第三日 (5 月21日) 

関 


▽第五日 (6 月5日) 

大府大 1266 M 3 47立命大 
甲南大 107 TM 2 46神大 
E 大15(6 9 M 9 1)10京.大 
関学 12 7 ? M 3 8U 関大 
▽第六日 (6 月11日) 

神 *1055 M 3 6 9府大 
甲南大 10 82M4 2 V 立命大 
関学 12 f 571' 1358■京大 


関大105 5 M 5 49同大 


▽第七日 (6 月12日) 
大府大、 


j — -r 


神大 


甲南大 
立命大 


大 181 U II 3 36大府大 


関大 8 44 M 336 .京大 


京大 ii 8 4 M 8 210甲南大 
P 学 199 I 0 M 3 25立命大 
P 大 A 65 M 4 6)10神大 


関学 1679 I 17 5 H 同 


大 


▽去る五月上旬から開幕していた 
東西学生春のリーグ戦は、芝浦エ 
犬と関西学院大がそれぞれ六連覇 
の偉業を遂げて終幕した。 
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山口大、七度目の優勝 

西日本大学大会 

第十回西日本大学ハンドボール 
大会は六月四、五の両日、岡山大グ 
ラウンドで前年優勝の熊本商大を 
始め四校が参加リーグ戦形式で行 
はれたが'山口大が岡山大、熊本商 
犬と同率乍ら得失点差の多少にょ 
って上廻り七度目の優勝を遂げた 
t > 第一日 ■ 

岡山犬 116 ?M 55 10 熊本 商大 
山口大 9(45 Mr 


j 4 岡山犬 
熊本商大19{145||86}14鹿児島大 
▽第二日 

■ HP 大 21 mrM 4 4 8鹿児島大 
岡山大 llr 6 M 55 T 0 鹿児島大 


熊本商大12 


U26 8 山 P 大 


▽勝敗表 

鹿児島大 eeox 
岡山大•〇 X 〇 
熊本商大〇><©〇 
山口大 X S 〇〇 
大大大大 
口商山 
山熊岡鹿 


0 33251-19 ④ 
2 126293® 
2 141338© 
21382414① 
勝負点点差位 
得失失 
総総得順 

(年次優勝校)第一回〜第五回 
山口大(五連覇)第六回熊本商 
大、第七回熊本商大、第八回 


山口大、第九回熊本商本 

辦仙台一男涌谷 S 

高校総体でも優勝 

第九回宮城県下高校総合体育大 
会ハ‘ンドボール競技は県下高校の 
主カチームが顔を揃え、六月四. 
五.六の三日間、仙合二高グラゥ 
ンドで行はれたが男子は仙合一高 
女子は予想通り湧谷女高が優勝し 
た。 

▽男子一回戦 

仙合一一高14—7仙台高 
古川高 10 —4仙合育英高 
古川 H16 —11 仙合■商 
▽同一一回戦 

仙台二高 9 — 6 古川高 
仙台一高11—10古川ェ 
▽同決勝 


仙合一高1033!! 

\oIC 

▽女子準決勝 
古川女高 6 I C 
涌谷女高14|1 
▽同決勝 
涌谷女高20 


8仙 合一 1高 

宮城一女 
宮城三女 

1古川女高 


11 ! 

広島高校総体では 

盈進と山陽女高 

第十三回広島県下高校緩合体育 
大会ハンドボール競技は六月十一 
•一一の二日間盈進商 グラウンド他 
で行はれたが、男子は好調の盈進 


商 A が、女子は山陽女子高 A *#®: 
三津田高の追*を振切り、それぞ 
れ優勝した。 

▽男子一回戦 
宮原高 7- 


212 
2 1 

13—7 


へ 812 ノ 
产7 —— 3 J 


山陽高 
修道高 
▽同一一回戦 
盈進商 A 
修道高 
▽同決勝 
盈.進商 A 15 

▽女子一回戦 
山陽女 A 20—0 
U 4- 陽女 B 2—1 
▽同二回戦 
呉三 津田高12 I -. 
山陽女<111—4. 
1>同決勝 
山陽女<;4 


三原ェ 
盈進商 B 
広島高 


宮原高 
山陽高 


2 1 , 


世羅高 

進徳高 

山陽女 B 
賀茂高 

3呉三津田 


女子の決勝は好試合だった。 四月 
の県知事杯大会で敗れている呉三 
津田は、雪じょくを期して気力の 
ある攻守を見せたが、山陽女はデ 
ィブ H ンスの健斗で、前半の與三 
津田の攻撃を一点に抑えたのが利 
き、僅かな優位をそのまま後半に 
もち込んで優勝を遂げた。 

半， 田高が代表に 
全日本高校愛知予選 

全日本高校選手権の出場権を賭 
けた愛知予選女子の部は六月十二 
日松蔭女高グラウンドで準決勝、 


浴勝〇三試合を行い、優勝候補の 
半田高が段違いの強味を発揮して 
決勝を握った。 

▽準決勝 

半田高19—5.愛知商 
瑞陵高 18 I - ■名古屋女高 
▽決勝 

半田高21—0瑞陵高 


兵庫は明石、尼ケ崎 

兵庫県下 高校 総合体育大会ハン 
修道高ドボール競技は男子が明石高、女 
子は名門県立尼ヶ崎高が優勝した 
▽男子準決勝 

県兵庫 1266 M 3 14竜野 ]s 
明石高 20(119! 1000甲腸高 
▽同決勝 

明石高8 44||12 )3県丘ハ庫 
▽女子決勝 

県尼ケ崎 10 f 5 5 M 1 12明石高 


中京商と半田高 

愛知高校総体で勝名乗り 

第十四回愛知県高校総合体育大 
会ハンドボ I ル競技は五月二十一. 
二十二の両日松蔭高グラウンドで 
行はれ男子は中京商、女子は半田 
高がそれぞれ優勝した Q 
>男子一回戦 

一宮高11—3松蔭高 
桜合髙 19—3 豊橋商 
向陽高13—6岡崎北 


愛知エ 
旭丘高 
昭和高 
中京商 
半田農 
▽同二回戦 
桜合高 
愛知エ 
昭和高 
中京商 
▽同準決勝 
桜合高 
中京商 
▽同決勝 

中京商81 


12—0 
10—0 
16 —ヮ 
27 —1 


豊橋時習館 
起 工 
岡崎高 
蒲郡.高 
尾北高 


1410 一宮高 
1216 向陽高 
1016 旭丘高 
911 半田農 


20 IC 
13 i 


愛知ェ 
昭和高 

5 S 台髙 


▽同三位決定戦 
愛知エ16—14昭和高 
▽女子一回戦 

名女院 5—3 豊橋東高 
愛知商10^犬山高 
一宮高10^名女商 
稲沢高11—0半田農 
松蔭高4 ( 抽せん勝〕4尾北高 
昭和高 4 — 1 安城高 
瑞陵高 5—4 蒲郡高 
▽同一一回戦 

名女院 4 ( 抽せん勝〕愛知商 
半田高 11—3 一宮高 
稲沢高 9 — 3 松蔭高 
瑞陵高 . 4 昭和高 
▽同準決勝 

半田高13—2名女院 
稲沢高12|3瑞陵高 
▽同決勝 
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►六月十二日からアムステ ル ダ 
ムで行はれた世界女子十一人制 
選手権大会はョーロッパの強豪 
六ヶ国 (ルー マニア、デンマ 丨 
久、ドイツ、ポー•ランド、オース 
トリア、オランダ)が参加して 
行はれ、十九日の決勝には、ル 
1 マニアと才 I スト リアが顏を 
合はせた結果ルーマニアが圧倒 
的な強さを示して文句のない優 
勝を飾り、世界女子ナンパー • 
ワンの定評を改めて誇示した。 
▽決勝 


ル—マニア10 


J — 2、 トリア 


(編集部•注)この大会は参加 
六ケ国を A *6 両プ！ルに分け 
各プールの上位ニケ国が決勝リ 


—グを行うと云う試合方式で行 
はれた。なお、この大会では、 
大会要綱の一つとして試合場は 
芝生のグラウンドで行うと云う 
ことを 申し合せており、 この 決 
定は オリンピックを 開こうと云 
う日本の国内球技場に批判が起 
きている時"注目をあびるもの 
であろう。 

▼日本遠征に迎うルーマニアチ 
丨ムは六月七日、八日カツトン 
で地元ニチームと対戦二勝した 
ルーマニア 21113 広東陸軍 
ルーマニア 16111 全広東 
►国際ハンド•ボール.連盟が伝 
えて来たョーロッ。ハ.における最 
近の七人制国際歲合のスコアは 
次の通り 



半田高141 


稲沢髙 


▽男子一回戦 
鎌食学園高17—4 
関東学院高613 
▽男子二回戦 
少年自衛隊1311 
平沼高 9—3 
鎌倉学園高13—2 
関東学院高13—2 
▽同準決勝 
鎌食学園高913 
関東学院高1312 
▽同決勝戦 
鎌倉学園高；2^861 130 


翠嵐高 
法政二•高 

横須賀 H 
横浜商工 
三浦高 
希望ヶ丘 

少年自衛隊 
平沼髙 


3 


第七回大阪府私学綜合体育大会 
ハンドボール競技は五月二十八、 
二十九の両日桃山学院グラゥソド 
で行はれ男子は桃山学院が興国商 
を12対1で破って優勝、女子は y 
—グ戦の結果、大谷高が強力な F 
W 力で4勝〇敗で優勝した。 

京大、慶大に快勝 

今年度、東西学生交流定期戦の 
トップを切る第十三回京大対慶 


倉敷高 


神奈川県春季ハンドボール大会 
高校の部は六月四、五、十二の三 
日間久里浜 g 衛隊グラウンドで行 
■はれ、相変らず鎌倉学園高が強味 
を発揮して優勝した。 

鎌倉学園圧倒的 
神奈川高校大会 


津高 


大定期戦は六月十九日二時から京周山195—3 6き敷高 4—2 
大グラウンドで行われ、京大が着 V 4—3、 津高61 1 0—25落 
実な得点をあげたのに反し、慶大 ▽対決勝 ' 1 ,1 
はょく走りながらも攻守にアンバ天城高丄 0 7 II 21 3 津 H . 高. 4 f 1—^ ^ 
ランスで振わず京大が快勝、対戦 ?li T 2^ a 
成績は京大三勝、慶大九勝(引分津■商 l '2 u —7 lr 岡山 H 井原高 io6 4 il 青 


落合高 


青陵高 


け一)となつた。 


大义5 8 11 


慶大 


慶大 OB 17—6 京大 OB 
また、第七回甲南大対慶大定期 
戦は、六月二十日西宮球技場で行 
はれ慶大が後半、ょく攻めて七連 
勝した。 


大 963 U 


甲南大 


天城、井原高に栄冠 
全日本高校岡山県予選 

全国高校ハンドボ—ル選手権大 
会岡山県予選 
▽男子一回戦 

矢掛高11—6関西高 
津 エ 816 倉敷 X 
青陵高13—3林野高 
天城高15—0勝間田 
操山高12—3玉野高 
岡山エ 18 | 0 瀬戸高 
食敷高10|9津 高 
▽二回戦 

津 H 7(25 M 4 26矢掛高 
天城高 1486 M 1 23青陵高 


▽同決勝 


天城高11 


▽女子リ I グ戦 


青陵高4 3 TM 2 13落合髙 


10津商 


井原高6 
井原髙11 


I122 4津 


、 612 ン 


落合高 


津商13 


操山高 


お願い—地方在住のハンドボー 
ル関係者にょる"地方通信％地 
方大会戦績"その他各地方ハン 
ドボ—ル界に関するニユースの 
寄稿を歓迎致します。特に地方 
選手権に関する記事は万難を排 
して掲載するつもりです。御協 
力下さい。宛先は東京都千代田 
区駿神田河合四ノ六体協内日本 
ハンドボール協会編集部まで。 
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岡村昭二》 
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一高校生のための 

「ハンドボ—ル」 


ハンドボールに限らず、あらゆる競技種 
目についても云えることは、その マスター 
は"身体と精神の鍛練以外にない"という 
ことである。即ち、基礎になる自分の身体 
がすこぶる健全であり、かつその機能も優 
れなければならないし、強固な意志と適応 
性のある精神を有していなければならな 
い。これらは、すべてその競技種目=ハン 
ドボ1ル=に没頭し、ハンドボール •ラィ 
フの中において自分自身を鍛えあげていく 
心算りが必要である。このような生活態度 
の積み重ねによって、優秀なハソドボール 
•マンの誕生がみられるのである。 

東京オリンピックには、 当然 ハソドポ I 
ル競技は加えられるであろう。また、世界 
選手権や国際試合などの桧舞台も現在の高 
校生諸君が主軸となって活躍されることに 
なる。諸君が素晴らしい素養を身につけら. 
れ、心.技ともに日本のハンドボールマン 
としての誇りを 昂揚して頂ければ、 何とう 
れし いことだろう…… 。 

<F W のコンビネ—ション> 

初心者のハンドボールから順次述べてみ 
よう。(一通りの個人プレーは修得したも 
のとして 考えてみよう) 

⑴ノン•ドリプルでパス•キャッチ 
を確実にする。 


ハンドリングは、ハンドボールにおいて 

最も大切な技術である。 »' 的状態における 
パスは単に味方にパス(渡す)するという 
のではなく、味方のダッシュを更に強めさ 
せる役割もにない(従って、ややダッシュ 
•コースの前方にパスをする)、また相手 
にカットされないボ I ル•スピード•。ハ X 
•コース及びパス.フュィントが含まれて 
いなければならない。追風や向い風、ボー 
ルが雨や泥で汚れている場合などの色々の 
条件も考慮に入れて、如何にパスをしなけ 
ればならないか考えてみよう。 

キャッチも同様なことが云えよう。特に 
大切なことは、強いボ—ルを恐れてはなら 
ないことだ。来日したルーマニアチ t ムの 
プレヤーが、ロングパスや困難なボ I ルを 
受ける時は、腹部に抱え込む様にしてキャ 
ッチ L ていた慎重さと確実さは、ハンドリ 
ングの悪い我々としては大いに見習う要が 
ある。 

キャッチはパスに通じ、パスはキャッチ 
に通じる。常に関連をもったこの二動作 
を、二日も早く一動作として処理出来るよ 
うトレ^~ -1 ングに励みたい。 

⑵ジョッキングとダッシュの区別を 
つける。 

この区別は明瞭につけなければならない 


ただ単にだらだらと走っているのでは、3 
ン ビネーショ ンの一助になるどころか、却 
って味方 FW の邪魔にさ免なることがしば 
しばある。それは、他の FW の動きをさま 
たげ、むしろバックの防禦態勢を容易にな 
さしめる。前述したボールの処理もスピー 
ドを欠くきらいがある。この区別は、パスを 
受けると否とにかかわらず重要なことだ。 

⑶ I 目のうちに FW 全体の動作を包 
含できるように努める。 

視野を広める-こと。即ち、今自分はダッ 
シユ L ている。ポールは誰が持ち、どこに 
パスを L よぅとしているか？他の FW は 
どこでどのよぅに動作しチャンスをねらっ 
ている.か？バックと布陣とどこが抜き易 
いか？ GK の重心移動とバックとのコン 
ビはどぅなっているか？などの凡てをそ 
れも一瞬のぅちに眼でつかみ、頭で考え、 
手足を動かせることが出来なくてはならな 
い。これは練習を重ね、年期が入り、上達 
するに従い一つ一つ考えるょりも早く、全 
体を統一して感じられる総合的ヵン(反射) 
が生じてくるものである。このことからも 
練習中、サイドコーチすることは大切だと 
考えられる。例えば、ハーフマッチや練習 
試合の際に、動きについての指示を与えら 
れると*ヶームの展開や自分のなすべき動作 
が次第につかめてくるものである。そし 
て、これらの経験は、その後の反覆練習に 
ょって無駄な動き'が減りその H ネルギーは 
高度な技術の有効な消費に使用されるょぅ 
になるのである。 

以上、 " FW のコンビネーシヨン"につ 
いて必要なる条件をあげたが、初心のうち 


には、その一つ一つを.マスターす るよう 
に、毎回のフォーメーシヨンまたはハーフ 
マッチの際に、.単に走り動いた「疲労度」 
をもって『ああ、随分練習したから技術も 
大分上手くなったろう j と思ったら大間違 
いで、一回の攻防戦の時には、ダッシュを 
考え、 r ダッシュのみに気をつけてやって 
みよう』次には『キャッチに気をつけてみ 
よう』と試みて、他は少々悪くても絶対に 
ボールだけは落さないといった具合に練習 
を続け、次には、そのなかの二つ…例え 
ば、ダッシュとキャッチを忘れ'&いで徹 K 
的に行い、次には、ダッシュ、キャッチ、 
パス…ホ p 1の動作などと自分自身で課題 
を与え、次第に課題を増やしていって総合 
判断力を養成するように自分の練習過程に 
おいて自ら努力しなければならない。故に 
練習で最も大切なことは、自らの研究心で 
あり、あらゆる事柄を見つめて、自分のも 
のとする努力が、自分の向上には最も近道 
であることを忘れないで欲しい。同じこと 
を反覆練習することは、身体的•技術的に 
大切なことはいうまでもない こと だが、よ 
く考えながら L なければならない。教わつ 
ただけを動くのでは意味が半減してしま 
う。色々聞き、読み、見て実際に行ってから 
よく考え、堀り下げて研究して頂きたい。 


諸兄姉の投稿を歓迎 L ます。建設的 
な意見をどしどしお寄せ下さい。四 
百字以上二千字以内、特に 〆 切日は 
設けません。氏名(紙上での匿名自 
由)住所、年令明記の上、東京都千 
代田区神田駿河台四ノ六日本ハンド 
ボール協会編集部まで 
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rs/yfic/t/z/?./ 71 

\ 中学校に於ける ① 3 i 

\ ハンドボ丨ルの指導__一 


まえがき 

ハ■ンドボ—ルが好きだからやめ 
られない。 

ハンドボールが好きだから現場 
指導から離れられない。こんな気 
持ちで今日迄ボールを楽しんでき 
たので別にこれといって深い研究 
をしたのでもなく、学理的な裏付 
けを持たないこ.となので「こう 
だ」とか「こうすべきだ」とかい 
う断定的な発言はできないが、わ 
たしはわたしな りの 考え方で指導 
法を考えて今日迄たどたどとやっ 

きた。その過程を赤面しながら 
書いていきたい。取上げ.て参考に 
なるものだという自信は全くない 
が、どこかの地方で、どこかの学 
校の指導者が、わたしと似たよう 
な気持ちでや〇ておられる方があ 
るかも知れない。この人達が「そ 
うだなあ」と読んでいただけたら 
幸だ。 

中学校に於ける問題点 

中学校に於けるハンドボールに 
は幾多の難問があるが、その中で 
も最大な問題は、新しい指導要領 
の中からハンドボールの字が消え 
去ったということである。愛好者 
の並々ならぬ努力によって近年異 
常な進展をして競技人口 ■© 激増は 


他の種目が驚きの目を見張る状態 
迄になったものを、然し誰もが、 
がっかりしているだけでは解決で 
きない問題で、更に倍する努力を 
積んでこの難局を打開しなければ 
ならない。新指導要領から姿が消 
えたということは全然やってはい 
けないというのではなくて、施設 
や用具や時間的の余裕のある学校 
では指導するように工夫する事が 
望ましいという程度のもので、指 
導者の工夫研究によって時間を生 
み、これ ( C 打ち こむこと も可能な 
ものであることを再確認したい。 

更に考えるなら、用具や施設の 
問題.が取上げられよう。学校によ 
っては指導要領にないのだからゴ 
丨ルをつくる費用は出せない。ボ 
■ —ルも買ってもらえない、こうい 
った例の学校が多いと思われる。 
現にわたしの近くの学校でもこん 
な意味のことを言って「困った困 
った」とこぼして居られる方がい 
た。然しこれは前述のことに関連 
していることで結局は指導者の努 
力と工夫で言決できる問題であ 
る。何とかしてやりたいと願うな 
ら正式の事はできなくとも解決の 
道は開かれる。然しこうしたこと 
の解決策を書くことも現今 -CD 中学 


のハンドボールに関係のあること 
で不必要なことではないが、この 
本を手にされる方々は、こうした 
難問を次々に解決しておられる方 
々と 思われるのでこれ位にしてお 
きたい。 

小学校から中学校への移行 

中学校に於けるハンドボールの 
目生えは何といっても小学校に於 
けるドッチボールであろう。小学 
校のドッチボールが発展して中学 
校のハンドボールに移り更にバス 
ケット ボ ー ル r 移るということを 
前提として考えてみたい。現存の 
小学校で扱っているドッチボール 
は過去のドッチボールとは大分方 
法が変っていて外野と内野に一人 
づつの強力な者がいてその二人の 
攻撃によって勝敗を決するような 
ものではなく、誰もが投げ、誰も 
が受け止めるような形式のものに 
なっている。このドッチボ t ルの 
指導が投げて当てることにのみの 
指導であって、投げること受ける 
ことの指導があまりなされていな 
い。更に大切なことはボールが大 
きくて投げると言うより推すとい 
った形容の方が当っている。スロ 
丨ではなくてブッシュだといいた 
い。それと受ける方では受け止め 
るのでキャッチするのではない、 
ストップといった方がよい。この 
欠点は、ボ I ルの大きさからくる 
もので使用球を小さくしてやれば 
充分スローの朱も、キャッチ-〇味 


もあぢわえる"(これは、五十一.! 
犍のボールを使って一時間の指導 
で小学校六年生の男子は結構楽し 
めるようになる ことを 経験し 
又ボールのキャッチやスローだけ 
を一時間中指導じても大して苦に 
ならないように、楽しく面白く指 
導するか否かは指導法の工夫にあ 
る。この基本的な指導がなされな 
いで直ちに応用動作の(総合動 
作)指導に移るから先さにいって 
色々のあい路が出てくる。ドリブ 
ルーつだってやってみればそれだ 
けで結構一時間を充分楽しませる 
ことができる。小学校 r 於けるこ 
うした指導がなされておれば次の 
段階に、再びスタートにかえるこ 
とはない。こ©ことは、自分で小 
学校に出向いて指導してみて言え 
ることだがハ現段階に於ては、小 
学校に次のハ VF ボール指導を絵 
がいて指導して載ける方がいるか 
否かにある。若しこれが望めたら 
中学校に於けるハンドボール又は 
バスヶットの指導は非常な発展を 
見ることができると思う。 

熊本に於て今日の発展を見るこ 
とができたのは、遠く小学校指導 
に目をつけたことに原因している 
と思われるが、これについて何れ 
委しく書くチヤンスがあると思う 
が、北川氏の工夫研究は見のがせ 
ない。 

君は、ドツチポール指導を一歩 
進めて、ハ V ドボールの基本指導 


とを組み合わせた、ハンドドッチ 
ボールを考案している。これによ 
ると ド リブ ■ルと玫擊方法がハンド 
ボールに形式で、守備をサークル 
内で行うところはドッチボール形 
式である。これはやってみて確に 
興味の点ではドッチボール以上の 
ものである。これもやはり基本に 
なる点は前述のような点に注意す 
る必要がある。このような研究者 
が各地方に大ぜいいるのではない 
かと思う。折角こんなよい雑誌が 
編集されているのだから今後大い 
にお互いの研究を出しあってこの 
技の普及につくすよう努めたい。 
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中共でハンドポ—ルをやって 
いるそうですがどの位の実力 
ですかと云う質問をこの頃よ 
く聞く。ハンドボ—ルをして 
いる国では日本に一番近い国 
と云うことで、この中共ハン 
ドボ—ル界の動静へ関心が持 
たれて来たのは当然だろう。 
そこで- 


盛んな中共、東独とも交流 

日本とは互角の実力 



中共がハンドボールを始めたの 
は第二次世界大戦後であり、その 
歴史は、わが国に比べてもかなり 


の差が ある。 しかし、その成長ぶ 
りは まことに目を 見 はらされるも 
のがあり、実力的にはかなりの技 


のム I 
題一② 
話チー 


中京大学の卷 


地方学生界の成長ぶりは、最近のわがハンドボ 
1ル界の大きな特長の一つですが、その中にあっ 
て最も注目を集めているのは今月御紹介する「中 
京大学」でしょぅ。日本のハンドボ—ル界で愛知 
県の占める位置は非常に大きく、一般、高校、女 
子各界に全国的な強豪を輩出して長い間、ハンド 
ボール 王国をおぅ歌していますが、その愛知球界 
.でも「中京大」はまだ新参者。ましてや全国的に 
は無名に近いチームです。しかし、その実力は、 
今や関東、関西勢の上位校に劣らないのではない 
かと云はれるほど強力なもので、一部では七月十 
三日からの全日本学生選手権での黒馬ぶりは、芝 
浦工大の三連覇成るか以上にみものだとさえ云は 
れています。中京大は昨年全日本高校選手権で優 
勝した中京商の兄さん株に当る学校だけに、中京 
大の選手も中京商の選手が主力で、昨年創部と云 
う歴史の浅さは現在の二十余人の部員の中に三年 


生が一人しか居ないのでも判ります。監督は名工 
大 OB の藤松博氏、今シ—ズンすでに春の東海学 
生室内、五片の東海学生と二つのタィトルを無人 
の野を行くが如き圧勝ぶりで掌中にしてしまい東 
海学生では文字通り無敵。その真価を自他共に問 
うのが全日本学生選手権でしょう。六月末から合 
宿に人ると云う気力と斗志はかってよく、特にそ 
のパスヮ—クのよさは愛知県のハンドボール関係 
者も口を揃えて"一級品"だと推せんしていま 
す。チームの主力は羽上田、森川、伊藤、近藤と 
云った 一*一年生で、それだけに試合のヵヶ引き 
で関東、関西の中央勢にゴマ化されるかも判りま 
せんが、愛知ハンドボール協会常任理事の宇津野 
年一さんは「力钵力なら芝浦エ太にだって見劣り 
しないでしょう。特にそのパス.プレー、フエ.ィ 
ント技術の巧さは学生界のトップレペルです」と 
その実力を高くかっています。難を云えばディフ 
エンスがやや甘いことですが、ともあれ地方学生 
界にこのようなチームが生れたことは日本のハ_ン 
ドボール界のためにも喜ばし.いことで、中京大の 
活躍ぶりを大いに注目したいものです。 


r 


術を備えて いるよう だ。これは中 
共のスポーッに よる 国家振興と 国 
名宣伝の一端をハンドボールがに 
なっているとも思え、他ス ポーッ 
界における中共の躍進ぶりを見て 
も、中共のハンドボ—ル界は更に 
急速な発展を遂げると予測され 
る。一説には、中共の国内選手権 
は五月に.始って九月に終ると云は 
れ、その-ーュースを聞いた時に 
は、その規模の大きさに驚ろかさ 
れたが、これはどうやら間違いら 
しい。しかし、国内全チ—ムが、 
予選に参加し、国内選手権に参加 
すると云うシステムが採られてお 
り、丁度、日本の都市対抗野球や 
高校野球のようなシステムだと思 
え ばよ いのだろう。日本で もこれ 
らの大会は予選から数えれば本大 
会の決勝まで三 ヶ月 近い。しか 
し、このことから見ても、中共の 
ハンドボールが、短時日に実に多 
くのチームを養成 L たかが判り、 
流石、共産圏と思はざるを得ない 
が、その実数は詳らかにしない。 
一般の関心もかなり高いようで、 
来朝したルーマニアチームもカン 
トソで二試合しており万余の観衆 


が集ったと云っていた。中共の荚 
力を知るには、今のところ殆どそ 
のデータがないが、昨年十一月、 
東ドイツ選抜軍が中共遠征に赴い 
た時のスコアを参考に供しょう。 
余談だが、東ドイツがこの遠征中、 
一九六一年(昭和三十六年)に日 
本訪問をしたいと発言したニユー 
スが人ったが、協会側に聞くと 
「呼びたい意向はある L 向うも来 
た'.'.らしい？しかしお互いに正式 
な交渉は何も行はれていない。今 
のところ白紙の状態だ」とのこと 
だった。さて、東ドイツは中共で 
十試合十勝の成績だった。すなわ 
ち(上段スコアが東独) 

对 HFK 北京1917 
对金北京軍隊 2 I —14 
対北京県選抜 3018 
对全ゥハン市25—10 
対ゥハン県選抜21—10 
対全カントン市 23—8 
対カントン県選抜 31—18 
对全カントン軍隊 17—9. 
対全上海市選抜，20_ 
对センシー県選抜 18—6 
と云う成績がそれだ。これを見て 
も判る通り、比較的軍隊チームが 
ょく戦っている。これは中共のハ. 
ンドボール界の中心は軍隊ではな 
いかと S うことだ。そうなれば、 
日を追うごとにその実力は上るだ 
ろう0 

(杉山) 
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高山修 

- C 投稿）- 


国際戦を見て想う 

==基礎プレーこそ勝つ道= 

日本独自のプレ I を考えよ 


和三十一年の秋に、西ドィ 
(昭)ッが訪れた時、我々は、始 
めて見るゴールエリア附近 
のローリング、オフェンスに一驚 
し、あの広いコートを三回ぐらい 
のロングパスをタテに通して自陣 
へ攻め込む、その豪放な攻撃に目 
を見はらされたものである。それ 
から四年、日本のハンドボール界 
も国内レペルは、大きく飛躍した. 
と伝えられ、特にこの間、全日本 
の四大タィトルを独占すと云う考 
えつかないょうな偉業を遂げた芝 
浦工大と云う大チームも現われ、 
今回のルーマーーアチームに対して 
も、かなりの善戦と期待していた 
のだが、開幕してみると、やはり 
その彼我の差は、ルーマ.一ーアと日 
本のハンドボールの歴史に差がか 
なりあるのと同じように、まだま 
だ世界のトップグループとば技術 
的なへだたりがあることが改めて 
知らされた。私の感じから云えば 

西ドィツとルーマーーアのハンドポ 
丨ルはまるっきり違う。西ドイツ 
のあのキメのこまかいハンドボー 
ルに対して、ル彳マニアのそれは 
総てに大まかである。技の西ドイ 


ッ、力のルーマニアと云う程度の 
色分けがはっきり出来るぐらい、 
そのチームプレーにはお互いには 
っきりした別がある。どちらのプ 
レーがよいかと云うようなことは 
後で述べるとして、私が強く感じ 
たのは、西ドィッは西ドィッなり 
に、ルーマニアはルーマニアなり 
に自分のプレーを持っていると云 
うことである。おそらく昨年の世 
界選手権の決勝で顔を合わせた両 
者の一戦は、お互いの特長と持味 
をフルに活かしあった熱戦であっ 
たろうとルーマニアチームのプレ 
1を目でおい乍ら、先年の西ドィ 
ッのプレ—を思い出して私は一人 
でうなずいていた。 

こへ行くと、日本のハソド 
(そ)ボール界は日本としての戦 

法と云うものを持っていな 
いような気がする。まだ発展期に 
あるのだから、日本プレーなどと 
云うものはない。国際試合から学 
びとるのだと云う考え方もあり、 
おそらく、その考え方が支配的な 
のであろうが、しかし、西ドイツ選 
手の平均一米八十合の上背から投 

げるパスや、ルーマニア選手のあ 


のストラィドは先天的なものであ 
る。日本選手が、その体躯を考え 
ないで、いたずらに外来チームの 
表面的なプレーを採り上げようと 
するなら、それは余りにも愚考と 
云うべきであろう。私は、ある人 
から今度のルーマーーア来日に当っ 
て日本側の幾人かの関係者は少く 
とも互角の戦いが出来ると確信し 
ているらしい•と聞かされて、へ工 
1と思った。そう云われて、私は 
ついぞ最近、国内の大きな大会を 
見ていない不勉強に気がついたの 
だが、一方では、それほど日本のレ 
ベルが向上し、世界第二位のチ— 
ムに対して ハッタ リでも、それだ 
け云えるだけに成長した斯界を頼 
母しく思ったものだった。ところ 
がどうだろう。第一戦、第二戦と日 
本チームのプレーを見ていると走 
るべき所を走らず、投げるべき所 
を投げない。わずかに全日体大が 
第三戦で試合らしい試合をして見 
せてはくれたものの、少くとも 
〃互角"ではなかった。一大学チ1 
ムであれだけなのだから全日本な 
らと云う声も聞こえないではない 
がそれは欲である。全日体大戦の 
翌日、東京中日新聞紙上で全日体 
犬の荒川監督が「全日本を組んで 
もこの差はちぢまらないだろう」 
と語っているのは謙虚なそして、 
日本チ—ムの実情をはっきり示し 
•た言葉だと思った。 


本のハソドボ1ル界に対し 
(日)てもし苦言を許されるなら 
それは、外来チームから好 
ブレーを学びとるのはよいが基本 
プレ I が出来てからやってくれと 
云うことである。そして同時に、 
西ドイツだ、ルーマニアだなどと 
あまり云わないで、日本人の体格 
に合ったブレーを指導首脳陣は心 
がけるようにして欲しいと思う。 
先。も云ったように西ドイツのブ 
レーにしたって、ルーマニアのプ 
レーにしたって、その根底をつき 
つめれば、彼らの秀れた(日本人 
と比較して)体格の上に立脚して 
いる。ボールを片手でソフトボー 
ルのように扱うと云うことは日本 
選手にはムリな話である。それな 
らそれで、それに代る日本流のプ 
レーを考え出して対抗すればよ 
い。西ドイツ式のローリングオフ 
エンスを消化しているチームが日 
本にないと云ったらおこられるか 
も知れない。しかし、それは日本 
の国内試合のみに通じる西ドイツ 
式オフェンスであって西ドイツ式 
のオフェンスを日本選手が西ドイ 
ツとの試合でしたからと云って決 
してよい成果は期待出来ない。大 
きなデイフェンスを前に攻めあぐ 
んでいると云った印象しか与えな 
いであろう0 

際的には通用するブレーを 
(国)どうせなら身につけて欲し 
い-〇である。それには口 J 


リングだ、ハイ•パスだなどと云 
わないで一発必中の弾丸シュート 
を打てるような練習をしたり、常 
にどんな時でも六人攻撃、六人守 
備の出来るようなスタミナの養成 
を優先すべきである。今回の国際 
弒合を例にしたって、ル I マニア 

の監督が日本チームを試合後評す 
る言葉はほとんど「シユートカが 
ないと」と云うことだ。ハンドボ 
1ルをよく知らない人が聞いたら 
シュートを満足に打てないと云う 
言葉は野球選手がバットを振れな 
いのやサッヵー選手がボールを獻 
れないことと同じように考えるだ 
ろう。ハンドボールではよく走っ 
てよいシユートを打つことが第一 
だとどんな選手も教えられている 
ハズである。バックスも守備専任 
者と云う概念を捨てなければなる 
まい。ルーマニア選手を見てもシ 
ユートこそあまり打たないが、バ 
ックスの何れもが、誰が六人攻撃 
に加っても、立派にその FW の口 
1ティションにとけこんでプレー 
している。全中大戦の後半で 、 H 
B が三人と FW が三人で攻撃を行 
い、 FW のセンタースリーが自陣 
に残っていた場面が一、一一回あっ 
たが、私は、これは大量リードに. 
気を許したル I マニアの遊びとは 
思えない。 
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0 B リ—グの実現期待 


■ •^ 11 貴誌創刊号にも実業団ハンド 
ボーパ待望の論説が各所に見ら 
一書れたが、斯界はたしかにこの問 
一題の実現に努力しなければいけ 
ない。しかし早急に実業団チ— 
ムが沢山生れるとは-思えぬこと 
であり、正直に云って、なおか 
なりの時日を要そう。そこで私は提言し 
たいのだ、が大学を卒業すると殆んどのハ 
ンドボ I ル経験者が.ハンドボールから遠 
のきボールを手にする機会を失う。ある 
いはサッカーやバスヶッ>など類似のス 
ポーッに移ってしまい極言すれば他競技 
の人口を増してやるような現状だ。それ 
を防ぐために実業団が軌道に乗るまで是 
非関東、関西とも OB 戦(リーグでも卜丨- 
ナメント)を行って疎遠になった OB を 
駒沢や西宮のなつかしいあのグラゥンド 
に連れ戻す策を立てて貰えたらと思う。 

OB 同士の交歓も出来るし、選 HHS ： 命 
も競技人口の維持にもなると思う。現役 
学連の強化も大いに結構だが、東西の各 
学連がこんなことを考えてくれたらと思 
い、一筆とった。(長野在•一 OB ) 

協会、二っのヒット 

日本ハンドボール協会を最近みなおし 
たことの 一つに、ルーマ ーーア 戦で全日本 
を編成しなかったこと、国体の.高校男子 
のワクを 大巾に広げた ことの 二点があ 
る。 これまでの 協会は体育としてのハン 
ドボール’ の 普及に重点的でありすぎ、対 


意外的図のもとに行われる企画が皆無に 
等しかったのだが、国際試合と云うと、 
すぐ全日本を作りたがる日本のスポーツ 
界にあって、ハンドボール界が新しい方 
向を打出してくれたことは嬉しいし、早 
急にナショナルチームを作る必要がない 
だけに(オリンピックまであと四年もあ 
る)底辺の拡充を意図して単独チーム中 
心の日程編成はよかったと思う。こうし 
たことが刺激になって全国の個々のチ I 
ムが張切るようになれば協会も本望だろ 
う。もう一つ、国体の高校男子のヮクを広 
げたのは良策だ。これからの選手の供給 
源は高校界をおいて他にない。特に、才 
リンピック選手は即成のプレィヤ I では 
アテにならない.、現在高校あるいは大学 
初級にいるものが、その対象になるので 
あって、鳳雛の温床たる高校男子界を大 
きくクローズ アップさせるような今回の 
措置は、各地区でも大いに歓迎されてい 
ることだろう。こうした措置によって高 
校チームが増加することも充分考えられ 
る。最近よく実業団ハンドボール界の早 
急な実現を呼びかける声が強いらしい 
が、それも確かに重要ではあるが、小生は 
むしろ若い選手層の拡充が国際舞合を目 
指す斯界では優先されるべき問題である 
と思う。欲を云えば サッ カ j 界が昨夏行 
って成果をあげたと伝えられる"高校地 
区選抜対抗"に似たプランを実現したら 
一層よいだろう。それには各地に優秀な 
コ—チヤ I が輩出しなければならないと 
思う。 

(大阪•関心寄世男) 


問戦前に現在の全日本総合選手権の 
ような大会がありましたでしようか。 
行われていたなら各回の優勝チ ームも 
併せて教えて下さい。 

•(静岡県•倉田•優) 

答 . r 全日本選手権」と云う大会が立派 
に行われていました。ただし現在の よう 
に北から南まで二十チームを越すような 
参加チームはなく、東京の大学チームが 
中心でした。各回の決勝記録は左記の通 
りです。なお、女子は昭和十五年と十七 
年の二回開かれています。 

▽男子第一回(昭和十一一年) 

大諺於フ上 42 II 404 日体 

▽第二回(昭和十三年) • 


9, 明治大 


▽第三回(昭和十五年) 

日体 13T8 M 2 35 慶 Is 大 
▽第四回(昭和十七年) 

日 体丄 4 3 M 0 11 慶応大 
▽女子第一回(昭和十五年) 
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▽第二回(昭和十七年) 

倉敷高女3 1102 津山高女 
(岡山)1 212 ( 岡山) 

問レフ H リーをするにあた 
つてゴール周辺の攻防の場 
合、特に攻撃側のアドヴァン 
テージはどのように注意すベ 


|きでしょうか。(東京 * TT 生)| 

答レフヱリーを行う場合、一番難しい 
のがこの処置です。反則のあった場合、 
直ちにホイッ.スルを吹くのがレフエリー 
の基本的な態度であり、 第一歩の技術な 
のですが、実戦では、反則を犯した側に 
有利になるヶースが多々あります。混戦 
から抜け出て攻撃側の選手が、相手のハ 
ッキング、プッシング、ホールディング等 
を振り切ってシユ I 卜、チャンスがある 
場合レフエリ—がそうした反則に目をと 
めてホイッスルを吹いてしまったら攻撃 
側は一たん動作を止めねばならず (♦ ヶー 
ム中断)そこからフリースロ ーを得たも 
ののむしろ攻撃側にしてみればフリ ー ス 
口 I を与えられるよりも(即ち反則をそ 
の場でとらず)そのまま試合が連続して 
運行された方が有利です。御質問の要旨 
はこのようなヶースに関するものかと思 
いますが、当然、これは試合を続行すベ 
きで、前にさかのぼってのジャッジは慎 
しまなければいけませんが、攻搫側のシ 
ュ—卜の成否を待って改めてホイッスル 
を吹き、シユート直前の反則をとり、フ 
リースローを与えるのが良策でしょう0 
攻撃側の速攻を止める手段としての意識 
的反則には特1撃側優先を採るべきで 
これはハンドボール界向上のためにもな 
りましよう。 

読者の^問をお待ちしております。ハ 
ンドボ ール に関する ことなら技价 、審 
判、記録、その他の問合せなんでも結構 
です。要旨をハガキに書いて東京都千 
代田区神田駿河合、日本ハンドボール 
協会内機関誌編集部までお寄せ下さい 





今月の問題 


ルバスヶブトボ—ル等は男女の H ' b . り日本 C 0' 女子ハンド求丨ル界を.能されてから三年、若い rt 丨チも 
心度普及度が平均し、女子スポー不毛の地呼ばわりするのに言が過育っており、この問題はやがて時 
ッとして人気のある競技は非常にぎるわけだが、しかし昭和三十二日が解決するだろうと云うメ V は 
関心が高いと云うことを筆者は以年以後、例の女子七人制統一の規あるものの、絶：^には限りがあ 
前から注目していたのだが、残念定によ〇.て、以前ならば一人のコり、早急な解決は無理と云うもの 
ながら我国ハンドボール界ではーチによって男子、女子同ーコーだろう。コーチの不足はチームの 
最近、女子ハンドボールがやや取卜で指導が出来た利点が消え、十増加を防げ、チームの不足は試合 
残された感じで、それがためにハ ー人制、七人制と云うルールその数の増加を防げると云う悪循_を 
ソドボール界全般に非常にマィナものの違い、戦法的な相異の関係呼ぶ。強いては、それが女子ハン 
スになっているような気がしてなから、そうしたことが絶対に不可ドボ—ル界の佝上のガンとなり、 

専門パート設けて一考を 

=陽の当らぬ女子ハンドボ—ル界= 

コーチの不足やルール改訂も原因 

ない。 になってしま-3たことは、ますま日本ハンドボ ール界 全般の マィナ 
もっとも、池方ハンドボール界す女子ハンドボ！ルの発育を止めスになると云うことを関係者は改 
では、女子ハンドボールの秀れたてしまった原因の一つとして忘れめて認識しなければいけない。日 
コ—チが輩出しており、まる— ることが出来ない。七人制に統一 本の女子ハンドボ—ル界の中心は 

高校界である。と云っても今春一 
月未現在、同一県内に五チーム以 
上の女子高校チームを有する県協 
会は十二(男子は一一十六)を数える 
にすぎない。更に ワン •卜^― ナメ 
ント 組める(即ち八チーム以上、 
トー ナメ ントの組合せで準々決勝 
以後がフルに組めるもの)県協会 
C は僅かに茨城、静岡、愛知、大阪 
の四県。男子十六県の四分の一に 
- T ぎない。斯界の主柱と云われる 
高校界ですらこれでは大学界、ク 
ラブ(含実業団)界の現状はお寒 
い限りで、殊に大学チームはその 


一戦で全早大はルーマ-ーァに一方 
的に敗れた。世界第二位(一位は 
ドィツ)のル—マ-ーァと、欧州か 
ら紹介されて二十余年の歴史しか 
なく普及度の低い日本とのレペル 
の違いといってはそれまでのこと 
だが、技術的にはやっぱりスヶー 
ルの差であり、つきつめるところ 
は体力の違いであろぅ。しかしど 
のスポーツでも体力の違いを理由 
にしていては、日本人は常にハン 
デを負わされることになる。最終 
戦では対戦する最強の全芝浦工大 


のチ I ムワ^―クと日本人特有の 
こまかいプレーに期待される 
が、大きな外人チームに対して 
の作戦は大いに研究.してほ L 
い。東京オリンピックの正式種 
目となるためにもそれは必要で 
ある。，一 

※ . 

地方読者にお願，い……地方紙 
にのったハンドボ I ル記事のス 
クラップを 是非編集部あてにお 
送り下さい。 


敌も極度に少く、年間公式戦を十 
試合出来ればよい方らしい。これ 
で、女子のレペルを引き上げよう 
と云うのは余りにもムリな話であ 
り、虫のよい話である。また、女 
子ハンドボール界に新鮮味がない 
と云う声も実はこうした所に源を 
発するのである。名門と云われる 
チームは何年も依然その地区の N 
o * l ! c 君臨し、これを打倒する 
チームが生れて来ない。だから' . 
大きな大会があると簡単に予想を 
立てられる。そしてその予想通り 
にコトが運ぶのだから天下泰平な 
ヮヶだがしかし、これでは真の斯 
界の向上は望めない。それだけに 
今春の全日本総合室内で熊本クラ 
ブが初優勝に輝やいた話題は実に 

フレッシュであった。 

日本のハンドボール界はしなけ. 
ればならないことが多い。オリン 
ピック 種目の決定もそう*たし、国 
際交流の促進もそうだ。しかし、 
そうした大きな希望の礎石となる 
のは国内の充実にあることは他言 
を要さない。特に' パンドボ I ル 
の一般的な関心を增すには女子選 
手の增加と女性ファンの獲得が第 
一でありそう L たことを忘れ勝ち 
なのは、なんとしても背けない 
，本部協会内に「女子チーム強化 普 
及特別委員会」と云った専門 パー 
卜を設けるのも一案であろう。 


八ンドボール露係者なら総てが 
知っての通りもともと、ハンドボ 
—ルは一九一〇年代にドィッで女 
子の* ヶーム として発生した競技 
だ。その後、男子の間でも急速に 
発展、普及し、それから我国に紹 
介されたために、我国では m — 口 
ッパ諸国に比して、女子スポーッ 
としての普及度ははるかに低く、 
男子のレベルが国際的に見ても A 
の下と云われるほどに上達してい 
るのに反し、女子のそれは非常に 
低い。もち論、国際試合の経験も 
なく、国内においても女子スポー 
ッ界ではマィナ—スポーッの域を 
脱するにはまだかなりの時日がか 
かりそぅな現状だ。 

日本のスポーッ界を見渡して、 
フットボ—ルやラグビー、斗技の 
ように男子に限られたスポーッを 
除いた各競技で、特にバレーボー 


一：—ス 

スクラップ 


新一聞 一 記 
事1か1ら 


ル I マニア•チームの来日が 
今月は最大の話題でスポーツジ 
ャーナリズムにとりあげられた 
ニユースも、国際試合関係が圧 
倒的に多かった。 

糸 

(日刊スポーツ(東京)六月十 
七日シグナル欄から)『日本对 

ルーマニアのハンドボールの第 
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都道府県協会の昭和34、35年度の本部協会に登録さ 
れたチーム実数を比較してみようと思います0 
登録総数695 (648) (35.6.1) 

-般男子158 (141) 一般女子 46 (44) 


大学男子 43 (37) 

高校男子291 (276) 
特に増減のある県 
愛知 66 (43) 

大 阪 71 (59) 


大学女子1 (2) 
高校女子156 (148) 


東 

熊 


京 71 (56) 
本14 (23) 


数字は チーム 数 （） 内は34年度実数 
1960年度版のル“ルブックが出来上りましたので 
御紹介します。>よもぎぐ色の表紙で、字画も研究 
された102頁の非常に明解なものです。 

購入方法は、各都道府県協会で一括現金弓 I 換にて、 
又は個人で直接本部協会に注文される場合でも必ず 
現金引換 （1 部100円）にて求められる様、部数に制 
限があヴますのでなるべくお早めにお願\、します。 


が丨九納也 
出ム、入を 
場監参す申 


八済 
—.み 

_ 参の 

す督加る込加高 
る一人こ書料校 


場名員と 
合、 " 
に選⑴ 

は手男 
1十子 

看5目 

の監一 

選督チ 


以 
一上 
チの 

1男 

ム妥 

眘 

千 

五 

百 

円 


通七り務十大協田六七 
じ '申局二曲会駿1月 
日参込右回市⑵河申二 
本加むニハ国秋合込十 
ハ資こ ケン 体田四場三 
ン格と所ド実県の所日 
ド 。にボ行大六⑴必 
ボ各 同1委曲日東着 
I 都 封ル員市本京の 
ル道 申選会大ハ都こ 
協府込手事曲ン千と 
会県 用権務市ド代° 
に協 紙大局役ボ田 
登会 に会内所丨区 
録を よ事第、ル神 


(協会だより\ 担当宮崎顕一郎> 


第+二回全日本総合ハンドボ—ル 
選手権大会実施要項 
一、主催日本ハンドボール協会 
秋田県、秋田県教育委員会 
大曲市国体実行委員会、湯沢市 
国体実行委員会、大曲市教育®員 
会、湯沢市教育委員会 


一!、主管秋田県ハンドボール協 
会. 

三、 期日昭和三十五年八月十日 
十一日、十二日、十三日、十四日 
.(五日間) 

四、 場所男子種目大曲市 

女子種目湯沢市 

五、 申込 〆 切期日昭和三十五年 


手の中に登録されていなければな 
らない。)⑵女子種目ーチ—ム監督 
一名、選手十二名•申込後のメン 
パーの変更は一切認めない。 

一〇、一泊三食付(主食代含む) 
六五〇円別紙宿泊申込書に記載の 
上参加申込書と同時に申込むこと 
申込後の取消し変更は運営上多大 
の支障をきたすので一切認めませ 
ん。 

一一.、 抽せん昭和三十五年七月 
一一十五日(月)午後四時本協会全 
国理事会において行ぅ。 . 

ーニ、監督会議昭和三十五年八 
月九日(火)午後三時ょり左記に 
おいて行ぅので代表者は必ず出席 
のこと0 

男子種目大曲市役所会議室 

女子種目湯沢市公民館 
一三、健康証明書医師の診断に 
ょる出場選手の健康証明書(様式 
随意)を参加申込書に添えて大曲 
市、第十一一回全日本総合ハン V ボ 
1ル選手権大会事務局あて届ける 
こと〇 


=本誌の御購読は直接本社へ： 


せ 

ら 

知 

お 


(振替貯金口座東京92682香) 


雑誌「ハンドボ—ル」の御購読は 

京都千代田区神田駿河台三の' r : 

日本スポーッ新聞社業務部 
又は東京都千代田区神田駿河台四ノ六 

日本体育協会内日本ハシドボ—ル協会編集部へ直接お申込み下さい。 

年間四回発行(今年度は 6 月(既刊：} 7 月(当号〕 9 月、 12 月の予定〕です。 
料金は年間二百円(一冊五十円)で年間購読者は送料を当方で負担します。 

一冊每の読者は五十八円 ( 送料を含む〕を御送付下さい。 


編集後記 


Y : ルーマニアを迎えての国際試合たけなわの中で第二 
号を編集しました。国際試合はそうたびたび行われるヮ 
ヶではありません。幸運な年に本誌は創刊したものです。 

▽ :国際試合は全国で十試合、そのうち六試合を中心に 
して本号はお送りしました。残りの四試合は第三号に廻 
します。 

▽…あわてて国際試合の回顧特集号を出すより、二回に 
わけて、その全部をゆっくり運営面、技術面、彼我の差 
などを解明してみた.いと思ったからです。 

▽…そうゆう内容を本号に期待した読者諸兄姉には失礼 

をすることになりますが、編集者側の配慮を御理解下さ 

i 〇 
し 

▽…第一号は、お蔭様でお叱りより、おほめの言葉の方 
が多かったのは嬉しいことでした。ハンドボール界に雜 
誌が生れたと云うことだけで喜んで下さった方が多いこ 
とが、編集者をもっとも感激させました。その期待に応 
えるためにもよい雑誌にするよう努力する心算です0 
▽…お叱りの言葉の内訳は、誤植が多い。執筆者にバラ 
エティを、片寄った編集をさけよ。地方界の動静を正確 
にキヤッチせよと云ったことが大半でした。一々ごもっ 
ともです。 

▽…盛夏八月。学生、高校、教職員、総合と四っの全日 
本選手権が各地で開かれます。どうか、沢山の方々が、 
色々な角度からの原稿をお寄せ下さるようお願いします 
▽…また、 この 人に このような 原稿を という 御希望もお 
聞かせ下さい。 

1技術原稿や日本ハンドボール史、先号のこの榈でお. 
約束しながら、今回は果して充分その意を汲める原稿が 
揣ったかどうかと思うと不安です。執筆の方々には短い 
期間でご迷惑をおかけしました0 

△…海外ハンドボール史を研究していらっしゃる方、ハ 
ン ドボ ー ルの起源について デ！ターを お持ちの方を.どな 
たかご存知ありませんでしょうか。 ( S . S ). 


― 32 — 










高性能 • 高確度を誇る 
広範囲および精密級 


I 


積算電力計 


営業品目 

計器用変成器 

標準用計器用変成器 
誘導型自動電圧調整器 
静止型自動電圧調整器 
積算電力計交流試験台 
配分電盤•制御盤 

S ブレーカー. ノー ヒ丘 ーズブ レーカー 

配電線事故捜査器 
絶縁油耐圧試験用変圧器 


❻六崎罨氣 I 業株式會社 

本社•五反田工場東京都品川区五反田 1-263 電話白金 （441) 2111(代表） 
蒲田エ場東京都大田区原町10電話蒲田 (731)4013-5, 3222 












日本/クンドボール協会公認 
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